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福音の中には,神 学の領域 に属 し,人 を救 いに導 く非常

に重大な真理が含 まれていますが,他 の系統 に属する知識

も含 まれています。主 は昔の宣教師たちに,次 のような分

野において もさらに知識を身につけるようにと勧告 を与え

られました。｢天 にも地 にも地の下にも関わ りあること,

またすでに起 りたること,今 有 ること,近 く必ず起 らんと

すること,ま た国内に有ること,国 外 にあること,ま た戦

争,諸 国民の葛藤,地 上に下 る審判,'而 して国々と王国 と

に就 ける知識などもまた然 り。｣(教 義 と聖約88:79)

様々な書物があふれているこの時代 にあっては,何 を読

むべきでないか適切な判断が下せる人 こそ真の教養 を備え

た人ということができます。人気があるか らといって,そ

れが価値ある書物 とは限 りません。1冊 良い本を書いたか

らといって,そ の著者の作品がすべて読むに値するとは限

りません。 多くの小説をはじめ,昨 今の出版物の中には,道

徳観 を低下 させ,真 理 を歪曲するような物が数多くありま

す。

職業に役立つ技術,自 分の手を用いて何 かを成 し遂げる

能力を身につけるのは有益 なことです。 日々の生活を営む

うえで最:も大切な技術,知 識は,自 分 と家族の衣食住の必

要 をまかなうために手 と頭脳を働かせる能力です。

｢イエスは背たけも伸び｣

肉体的な面での健康 が霊 に影響 を及ぼすのは疑 いない事

実です。だからこそ,主 は知恵の言葉 を啓示 されたのです。

神 が俗世 にかかわる戒めを授けられたことは一度 もあ りま

せん。神の戒めは私たちの肉体 と霊の両方に影響 を与 える

ものなのです。私 たちの健康,肉 体的な成長に影響を与え

る基本的な事柄が少なくとも4つ あります。

第1は 正 しい生活です。罪は私たちを弱めます。罪は霊

だけでなく肉体 にも悪影響 を及ぼ します。聖典 には正 しい

生活 をする人には肉体的な力が伴 うことを示す実例が数 多

く載せられています。一方,罪 を悔い改めない人は,精 神

的にも肉体的 にも病 に侵されていきます。不従順な生活が

直接の原因となって病気や不慮の死が引き起 こされる場合

もあります。イエスはある人の病を癒 したあとで,次 のよ

うに言われました。｢も う罪を犯 してはいけない。何か もっ

と悪いことが,あ なたの身に起るかも知れないから。｣(ヨ

ハネ5:14)

第2は 食べ物です。私たちの健康状態は主に何を食べる

かによって決 まります。ほとんどの教会員 は茶,コ ー ヒー,

たばこ,'ワアルコールなど知恵の言葉で禁 じられている物に

ついては知 っています。 しかし,野 菜,果 物,穀 類の必要

性 といった積極的な面 をさらに強調 しなければなりません。

私たちはさらに健康的な食生活をする必要 があります。

第3は 体を動かすことです。私 たちの肉体は運動を通 し

て活気づけられなければな りません。

きれいな空気を吸いながら散歩をするのも肉体を活気づけ

るのに役立 ちます。適切な指導のもとに行 なうなら,ラ ン

ニングも健康 に良いものです。簡単なスポーツで もよいで

しよう。

第4は 睡眠です。早 く床 に就 き,適 度な睡眠時間を取 る

のは,最 高の健康法です。主は,｢度 を過ぎて眠るを止め

よ。早く臥床に入 りて疲れを休めよ。朝は早 く起きて汝の

肉体と精神 とを活気付けよ｣(教 義 と聖約88:124)と 言って

おられます。早寝早起 きは今 もなお良い勧告 として生きて

います。

｢イ エ スは神 と人か ら愛され た
J

ど う したら さらに豊 か に神 の愛 を受 ける ことが で きるで

しょ うか。私 たちの人生 の 目的の ひ とつ は,｢神 の命 じたま

わん すべて の こと｣(ア ブ ラハ ム3:25)を な す か どうか試

しを受 け るこ とで す。 つ ま り,私 た ちは主 の みこ ころを学

び,そ れ を行 なわ なけれ ばな らないの です。 そ して,イ エ

ス･キ リス トの模 範 に従 い,キ リス トに似 た者 とな らなけ

れ ばな りません。

匙 墜 よ一私 に何的 るようにのぞんでおられるのですか･,
(欽定訳使徒9:6)と いうパウロの言葉は,私 たちの人

生にとって重要 な意味 を持つ,深 く考 えなければならない

問いかけです。神 のみこころを知 るための源 としては,次

の3つ があります。

1.聖 典。予言者 ジョセブは,特 にモルモ ン経 について,

｢人はその教 えに従 うことにより,ほ かのどの書物 にも増

して神 に近づくことがで きる｣(｢教 会歴史｣4:461)と

言っています。

2.主 に油注がれた人々が霊感 を受けて語る言葉,ま た

予言者,聖 見者,啓 示を受ける者の勧告。地元の教会指導

者 も,自 分の管理下 にある人々について霊感による導 きを

受 ける権利があります。

3.主 のみたま。世の人々にもキリス トの光が導き手 と

して与えられていますが,私 たち教会貝 は聖霊の賜を授け

られています。 日々の生活の中で聖霊の導きを豊 かに受 け

るためには,そ のための霊的なパイプをきれいにしておか

なければな りません。パイプがきれいであればあるほど,

神のメッセージを受けやすくなります。そして主のささや

きが多く与 えられ,そ れによく従 えば従 うほど,喜 びも大

きなものとなっていきます。 もしこのパイプが罪で汚れて

いると,悪 魔 のささやきを神 の導 きと取 り違 えてレまうこ
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韓国の開拓者

金 浩植
中ム ・ホジク

ρ

鳴
デニ ー ・ロ イ

89年1月 号

末 黒睾讐舗 童禁膿 貌 鰭 毫講 蕊
てみ業 が どの よう に進 め られ て きた かはあ ま り知 られ てい

ませ ん。1951年 ま で韓国 に は末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教

会 の会員 は ひと りもい ませ んで したが， 今 日で は，韓国 に

は14の ステーキ部 が あ り，神殿 も建 ってい ます。

しか し， このす ば らしい発展 の陰 に は，現代 の開拓者 と

も言 うべ き金浩 植兄弟 の働 きと影響 があ った ことを忘 れて

はな りませ ん。
ピョン ア ン プ ッ ト

1905年4月16日 ， 平安 北道(現 在 は北朝鮮領)に 生 まれ

た金浩植兄弟 は，十代 の とき，'ソウル の南 にあ る田園の町，
ス ウオン

水原の学校に入るため南に引っ越 してきました。彼 は1924

年 に水原高等農林学校 を卒業 し，その後， 日本の東北大学

で生物学の学位 を取得 し，1930年 に卒業 しました。高等教

育 を積 んだ彼には，出世の道が開かれていました。帰国後，
スクミオン

彼 は淑 明 女子大学の学長にな り，1946年には水原農業試験

場長に任 じられました。

元同僚で，現在 はソウルにある漢陽大学の学長をしてい
キムヨンジユン

る金蓮 俊 氏 は， 当時 を回想 して， 「彼 が一番心 にかけてい
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たのは，韓国人の生活水準 の向上 ということでした」 と語

っています。金浩植兄弟は，韓国人の栄養状態 を改善する

ことを自分 の研究のテーマにしていました。

しかし，彼には，農学上 の最新の理論や発見 についても

っと学びたいという強い望 みがあ りました。試験場で一緒

に働いていたアメ リカ人の研究者は，韓国には科学や教育

の分野で立派な教育を受けた指導者が必要だと言って，ぜ
イ スンマン

ひそうするようにと励 ましてくれました。李承晩大統領 も

彼をアメ リカに派遣 し，国民の食生活改善のための効果的

な方策 を学んでこさせたいと思 っていました。 そこで金浩

植 は，栄養学では世界の トップクラスの研究プログラムを

持つ，ニューヨーク州のコーネル大学に入学する計画を立

てました。

1949年 に合衆国に向けて旅立 ったとき，彼の心の中にあ

ったのは，教育への強い願望だけではあ りませんで した。

若いころから彼は宗教 に関心を示 し，いくつかの教会の教

えを勉強してましたが，彼 の霊的な飢えを満たして くれる

ところはありませんでした。少年のころには，様々な宗教

運動に首をつっ込んだり，お寺 に行 って研究 もしました。

1925年 にはプロテスタントの教会 に加入し，長老になって

います。

韓国の初期の改宗者で，現在，ソウルにある地区管理本
ハンインサン

部の地区監督韓仁相兄弟 はこのように回想 しています。「金

博士は，イエス ・キリストが救 い主であるといった正統的

な教えは強く信 じておられました。 しかし，プロテスタン

ト教会のそのほかの面，た とえば神学上の混乱や，運命予

定説のような誤 った教義 にはかなり不満 を持っておられた

ようです。」1935年の三男の突然の死により，彼の真理への

渇望はますます深まりました。

みたまの勧め

アメリカに渡るずっと以前から，彼は神 のみたまを信 じ，

その導 きを求めていました。彼のそうした信仰 は，故国を

離れる直前にずいぶんと役 に立 ちました。そのとき，彼 は

立派な自宅も，車も，その他の持ち物 も売 らなければいけ

ないように感 じたのです。これらの処分 によって得 た現金

は，妻子に生活費として渡 しました。 このどう見て も向こ

う見 ず としか言 え ない行為 を批 判 する人 もい ましたが， 彼

は そのよ うな人 に対 して， 自分 は みた まの勧 め に従 って い

る だけだ と答 え ました。

アメ リカに着 いて数 カ月後 にそ の理 由が は っき りしまし

た。1950年6月 ， 北朝鮮 の侵入 によ り戦争 が始 まったので

す。爆撃 で彼 の元の家 は破 壊 され，南 の政府 に よって車 と

い う車 は全 部， 軍用 に徴収 されて しま いま したが， 金浩植

の家族 は， 彼 の留 守 の間 も経済 的 に困 るこ とな く生 活す る

ことがで きま した。

みた まの助 け によって アメ リカ滞在 中 に 「真 の教会 」 を

見 つけ られれ ば と願 って いた金 浩植 は， コーネル大学 で博

士 号 を取 る まで の間， ニ ュー ヨー ク州 イ サ カ周辺 に あ る

様 々 な教会 の集会 に出席 しま した。 ところが， 求 めて いた

答 えは ごく身近 な とこ ろにあ った のです。

この韓 国人 の教 育者 は，生理 学 の博士 号取得 をめざ して

い るオ リバ ー ・ウェイマ ン兄弟 と同 じ研 究室 を使 って いま

した。 ウ ェイマ ン兄弟 も彼 と同 じでほかの 多 くの大学 院生

よ りは年 を取 って いま した。 それ に，末 日聖徒 で もあ りま

した。

ふた りは意気投合 し， いろいろ なこ とについて討論 しま

したが， 宗教 の ことは話題 に しませ んで した。 金兄弟 が ウ

ェイマ ン兄弟 に，教 会 につ いて書 いた もの を持 っていな い

か どうか聞 いたの は， ウェイマ ン兄弟 が コーネル大学 を離

れ る 日の前 日で した。

金浩植 はウ ェイマ ン兄弟 に言 い ま した。「君 が酒 やたば こ

を口に して いる姿 を見 た ことがな い。下 品 な言 葉 も口 にし

な い し，神 の名 を汚 す ような言葉 も耳 にした ことが ない。

人一倍熱 心 に，長 時間研 究 してい るの に， 日曜 日には ここ

にいない。君 はい ろんな点 で違 って い る。 なぜ なのか教 え

て も らえな いだろ うか。」

そこで ウェイマ ン兄弟 は， ジェームズ ・E・ タル メー ジ

長 老 が書 いた 「信 仰箇条 の研究 」 を渡 しま した。金 浩植 は

そ れを1週 間 とたた ない うち に読 ん で しま い ま した。 「彼

は，今 まで読 んだ福 音 に関 する本 の 中で これが一番 よい，

完 全 に信 じる， と言 ったん です」 とウ ェイマ ン兄弟 は当時

を述懐 します。 モル モ ン経 を渡 す と， それ もまたた く間 に

読 み終 えて， これが神 の言葉 であ ると信 じる と報告 して く



る有 様 で した。 モル モ ン経 は聖書 よ りももっ と完 全 で，理

解 しや すい と言 うことで した。

わが同胞のために

末 日聖徒 の教義に好意的な反応を示しながらも，金浩植

はまだ自分の所属するプロテスタント教会が，末 日聖徒の

教えを一部取 り入れることによって内部から改革できるの

ではないかと考えていました。地元の末 日聖徒の支部に通

うようになりましたが，プロテスタン トの集会 にも引き続

き出席 していました。

コーネル大学での最後の 日を迎え， ウェイマン兄弟が友

人たちに別れを告 げていると， 金浩植が近づいてきました。

ウェイマン兄弟は強 く感じるものがあって， なぜ故国を離

れ，家族を置いて合衆国で勉学する決心をしたのか尋ねま

した。金兄弟の答えはこうでした。「わが同胞のために，コ

ーネル大学で得 られる新 しい栄養学の知識 が必要 だったか

らです乙」

ウェイマン兄弟 はこのように語っています。

「私は自分の証 を述べ…… 『私の個人的な考 えですが』

と断わってから，彼がアメリカヘ来たのは主の導 きによる

のではないかと言いました。……彼がアメリカヘ来たのは，

福音 を受け入れ，韓国へ帰 ってから人々に神 の教 えを伝 え

る偉大なみ業 に備 えるためではないかと考 えていたのです。

・そして……もし彼がその主のみこころを受け入れない

ならば， ほかの人が代わ りに立て られるだろうと話 しまし

た。」

ウェイマン兄弟はその後，一度 も金兄弟 に会っていませ

んが，ニ ューヨークを離れるときのことをこう語 っていま

す。「彼に証 をしたときに感 じたみたまが，同時に彼の心 を

も動 かしたという確信があ りました。私 は彼の表情が変わ

るのを見たのです。」

その時，金兄弟の考えは一変 しました。そして相変 わら

ず貧るように福音の勉強を続けながら，バプテスマを受け

ることを考えるようになりました。彼 に教 えたセネカ地方

部の宣教 師， ドン ・Cと ジニール ・ウッドは当時を思い出

してこう語 っています。「私たちが金兄弟 と復習のようなこ

とを始めると，途端 に彼 は手を上げ，強 い調子で 『それは

聖徒 の道/1989年1月 号

ρ

鳴

とっ くに聞 きました。 次へ進 み ま しょう』 と言 うの です。」

知 恵の言葉 の レッス ンには と りわけ早 い反応 を示 しまし

た。 ウ ッ ド長 老が教義 と聖約 の89章 を読 み終 える と， 涙が

金兄 弟 のほお をった いま した。

金 兄弟 はむせ び泣 きなが ら言 い ました。「アメ リカヘ来 た

ばか りの ときに， この教 えを知 らされ てい た らどん なによ

か った ことか と思 います。私 は政 府 か ら国民 の食生活 向上

の方策 を見 つけ るよ うにと要請 されてい ま したが，家畜 を

飼 う十分 な牧 草地 もな い我 が国で は， どう した らそれがで

きるか， ま った く答 えが見 つ か りません で した。私 は その

ため にアメ リカでず っと穀物 について研究 して き ましたが，

主 も私 た ち に穀 物 を用 いる よ うに望 ん で お られ たの で す

ね。」 金兄弟 は主 の健康 の律 法 を心 か ら受 け入れ ま した。

宣教 師の レッスンが終 わる ころには，教 会 に入 る準備 が

できて いたばか りか， ジ ョセフ ・ス ミスとオ リヴァ ・カ ウ

ドリがバプ テ スマを受 けたの と同 じ場 所 で， 自分 もバプ テ

スマ を受 けた い と思 って い ました。1951年7月29日 ， 回復

され た教会 での最初 のバ プ テスマ を記念 す る碑 の近 くを流

れ るサスケハ ナ川で，セネ カ支部 の支部長 ，ジ ョセフ ・A・

11
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ダイ兄 弟 は彼 にバ プテ スマを施 しま した。 これ が韓 国人最

初 のバプ テスマ で した。水 か ら上 がった とき，金兄 弟 は「わ

た しの羊 を養 いなさい。 わた しの羊 を養 いな さい」 とい う

声 を聞 いた という ことで す。金 兄弟 はあ とで この出来事 を

聖典 の第1ペ ー ジに記 し，バプ テスマの 日付 の下 に，「与 え

られた言葉 一わ た しの羊 を養 いな さい」 と書 き ました。

予言者との握手

1951年9月 ，博士課程を修了して韓国に帰る数 日前に，

金兄弟はウッ ド兄弟姉妹 と共に， クモラの丘で行なわれる

野外劇を見 に行きました。 日曜 日に，彼 らは 「聖なる森」

で地元の宣教師のために開かれた特別な証会に出席 しまし

た。証会の後，金兄弟はその会 に出席 していたデビッド・

0・ マッケイ大管長に会いました。そのときの様子を， ウ

ッド兄弟 はこう語 っています。「私 たちが森から出て くると

き，金兄弟は左手で右手をかばうようにし，涙でほおをぬ

らしたまま，『私は神の予言者と握手 をした』と言い続けて

いました。」

「聖 なる森」か らはるか遠 く離れた金兄弟の母国は，今

や戦争で破壊 し尽されていました。何十万人 という人々が

命を失い，都市や工場 はがれきと化 し，人々の暮 らしは荒

れすさび，腹をすかせた難民たちが一時 しのぎのあばら屋

に住んでいました。金兄弟が羊を養 うという主の用向きを

引き受 けたのは，実 にこのような状態のときで した。しか

し，何 の助けもなく， この大変 な仕事 に立ち向かったわけ

ではありません。

当時，韓国の各地の基地では，そこに勤務するアメリカ

の末 日聖徒の軍人たちによって，集会が開かれ，教会 の正

式な組織 に準ずるものができていました。金兄弟はこれら

の集会に出席するとともに，自分 自身の伝道活動 を始めま

した。宣教師として働 いた経験がある軍人たちに，自分の

家族を教 えて くれるように頼みました。彼 らは英語で教え，

それを金兄弟が通訳 しました。金兄弟はまた， この宣教師

たちと一緒になって求道者を探 しました。こうして1952年

の7月 には，軍人とは別 に， 自分 たちの 日曜学校 を開ける

だけの韓国 人の求道者 を教 え るまで にいた りま した。

教 え子 のひ と りがひ どくふ さぎ こん で， 自殺 しようと思

ってい ると打 ち明 けて きた とき，金 兄弟 は こう言 って聞 か

せ たそ うです。

「姉 妹
，私 は福音 を知 って います。 すば らしい福 音 です。

あなた に新 しい希望， 新 しい命 を与 えて くれ ます。 も しあ

なたが これを勉 強 し， 神様 にお祈 りす るな ら，必 ず健康 と，

幸福 と，喜 びが与 え られ ます。 そ して， ほか の人々 に もそ

の幸 せ を分 け てあ げた い とい う希 望 さえわ いて きます。」
ソングド

この女性 は 自分 の娘 と一緒 に，1952年8月3日 ，釜 山 の松 島

海岸 で， バプ テスマ を受 け ま した。 これは韓国 で行 なわれ

た最初 のバプ テス マ会 です。 この とき， バプ テ スマを受 け
キムタイウアン

た人がほかにふた りいました。金兄弟の息子の金泰 環 と娘
キムヤンスク

の金永淑です。
キムジュンスク ソヨン

長女の金 貞 淑 は1953年 に，水管軍駐屯地のプールでバ

プテスマを受けました。彼女はその時のことについて，「と

ても寒い 日で したが，水 は温かでした。 うれしさで寒 さな

んて全然感 じませんでした」 と言っています。

金兄弟 は毎週， 自宅 に求道者 を招いて福音のレッスンを

しました。アメ リカ人の教会員 と求道者の間に立って通訳

をし， ときにはみずから求道者 に教えることもありました。

この集会に何度か出席 したある韓国人は，金兄弟が何度も，

「この戦争で分断された国に最 も必要 なことは，魂の回復

である」と語 るのを耳 にしました。

「私は神に求めたJ

韓国人の改宗者数が次第に増加 していく一方で，金兄弟

は仕事の面でも成功 を得 ました。戦争のため閉鎖状態にな

っていた，釜 山にある国立水産大学の学長 に迎えられたの

写真

中央 ：パロルド ・B・ リー長老

(当時，十二使徒定員会会員)

左 ：ヒルトン ・ロバートソン長老

(当時，北部極東伝道部伝道部長)

右1金 浩植兄弟
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です。金兄弟はわずか数カ月のうちに大学の機能 を完全 に

立て直し，多くの人々が驚くほどの成果 を上げました。 そ

の栄誉をたたえる祝 いの席で，金兄弟は集まった両親や教

師を前 にこう語 りました。「私はいささかの名誉 もいただく

わけにはまいりません。私 は神 に求めました。神 こそこの

信 じ難い業を成 し遂げられたお方なのです。」

恵まれた指導力に，神の助けを求めるという謙虚さがあ
コ ン コ ク

いまって，金兄弟は異例の速 さで昇進 していきました。建國
ホ ンイク

大学畜産学部学部長，弘益大学学長，ユネスコ[国 際連合

教育科学文化機構]の 韓国首席代表， ソウル教育長，文部

次官などを歴任し，数冊著わした科学書 も高 い評価を得 て

います。

金浩植が社会的に高い地位 を得 たことは，大きな意義を

持っています。韓兄弟 はこう語 ります。「韓国での教会 の確

立には， このような政治的にも，社会的にも有力な人物が

ぜひとも必要 だったのです。金博士がいらっしゃらなかっ

たら，韓国の教会の発展は2，30年 は遅れていたでしょう

ね。」

確 かに，当時の状況を考 えれば末 日聖徒イエス ・キ リス

ト教会が法律的に認められるなどということは， とても無

理だったのです。「モルモンという名前が異教 とか，邪教 と

いう言葉の代名詞 として使われていましたから」 と韓兄弟

は言います。末 日聖徒の宣教師は，「好 ましいキリスト教の

宣教師 として認められていなかった」ため，韓国での教会

の活動は許 されていませんでした。

そのような状況下で，金兄弟が1956年 にソウル教育委員

に任命されたことは幸運でした。あらゆる都市の宗教問題

がその委員会 の管轄下にあったからです。金兄弟 はみずか

ら教会の法人設立の提案を委員会 に図 り，彼の承認によっ

てその提案 は通過 しました。「まさに奇跡でした」と韓兄弟

は語 ります。

金浩植はまた， 自分 の信用をかけて，末 日聖徒の宣教師

が韓国に入国する許可を得，彼 らの金銭上のスポンサーに

なることに同意 し，宣教師は韓国の人々 に何 ら危害を加 え

ないと保証 しました。こうして最初の、言・た りの宣教 師が

1956年4月 に， 日本 から送 られて来ました。

伝道に与えた影響

金兄弟が韓国人聖徒の最初 の世代に及ぼ した影響には，

その重要性 において，伝道活動 に与えた影響 に勝 るとも劣

らないものがあ ります。韓国伝道部の元伝道部長であ り，

韓国人 として初めて地区代表を務 めた韓兄弟 は，高校生の

ときに教会に入 りました。1956年 に，韓兄弟 は，金兄弟が

日曜学校 を教えている支部に出席するようにな りました。

韓兄弟 は当時を思い出してこのように語 ります。「金博士は

韓国のすべての聖徒 にとって族長のような人であり，霊の

指導者でした。 その完成 された人格は，新会員や求道者の

大きな力で した。金博士 がこの原則を受 け入れるというの

ですから，彼の正直で誠実な人柄 を知 っているわたしたち

には，何の心配 もありませんでした。

また金博士は文部次官の身でありなが ら，私たち十代の

若者 と交わりました。韓国の社会ではそのようなことは，

とても考 えられないことでした。 まさか政府 の要職 にある

人が一般市民に親 しく話 しかけるなんて， ましてや私 たち

のような年端 もゆかない貧乏学生 と， というわけです。 し

かし金博士は，年齢，人種，地位，肩書 き， などにとらわ

れることなく，福音で結ばれた兄弟たちと共 にいることを

恥 としませんで した。」

韓国人改宗者の多くが高校生や大学生だったこともあっ

て，金博士 と若者たちとの親 しい関係 は大切 なものとなり

ました。韓兄弟 と同じく初期の改宗者で，伝道部長や地区
イ　 ホ ナム

代表 を務めた季虎男兄弟は，「金博士 は，これらの若 い，韓

国における神の王国の将来の指導者 となる人々を教 えるた

めに全力を尽 くしました」と語っています。

教 え子たちによれば，金兄弟の最高の教 えは模範による

もので した。韓兄弟は語 ります。「韓国の社会 は戦争後，急

速 にすさんでいきました。当時は公共の輸送機関はほとん

どなかったので，毎 日歩いて家に帰ったものです。途中，

目に入ってくる半ば壊れかかった家々からは，お腹をすか

した妻 と酒 に酔った夫の派手な言い争いが聞こえてきまし

た。しかし，金博士 は天国のような生活 をしておられまし

た。奥さんや家族への接 し方は実 にすばらしいものでした。，

金兄弟は韓国人聖徒 にこう語ったことがあります。「私 は

自分の命や，お金や，肩書 きを捨てることを決 していとい



ません。救 い主 と共 にいられさえすれ ばそれでよいので

す。」 これを聞いて，「それは，建て前だ」と言 う人がいる

かもしれ ません。 しか し，彼の生涯 は，神 に仕えるという

堅い決意を証明 して余 りあ ります。

たとえば，一度，韓国放送公社が金兄弟 に，全国放送の

中で生物学を話題に講演をするように依頼 したことがあ り

ました。そのときのことについて，地区管理本部で働いて
バクジエアム

いる朴在岩兄 弟 は こう言 って い ます。「出演 してい る10分 の

間， 金兄弟 は教会 の ことばか り話 してい ました。 まるで 日

曜学校 の ク ラスで話 してい るよ うで した よ。」

勇気ある発言

金兄弟はまた，信仰への献身ぶりを示すすばらしいエピ

ソー ドを残 しています。それはまるでダニエル書の中の物
イ スンマン

語のようです。李承晩大統領 がある日曜 日に，至急，文部

次官 と話 し合 う必要があると考えました。大統領秘書官は

数時間捜 しまわった末，やっと金浩植が日曜学校のクラス

で教 えているところを捜 し当てました。 ところが，金兄弟

はレッスンが終わるまでは行 けないと断わったのです。厳

格なことで有名な李大統領 は激昂しました。それでも金兄

弟は， 日曜学校で教 える責任 ほど重要なものはなく，大統

領の呼出 しに応 じる前にその務めを果たす義務があると考

えていることを，穏やかに説明 しました。すると李大統領

は金兄弟の肩 を軽 くたたいて，「よく言った」と言ったそう

です。

金兄弟は教会のためにもっと時間と精力を捧げたいと考
ユワ

えて，1956年7月 に文部次官を辞任 しました。金兄弟は有
ラクドン

樂洞支部の支部長をし，1955年 には最初の韓国地方部長 に

召されて，亡 くなるまでその職にありました。彼 の働 きの

中には，いくつかの教会出版物を英語から韓国語 に翻訳し

たこともあ ります。

1959年8月 に，イン ドで開かれた国際連合食糧農業機構

の会議に，金兄弟は韓国を代表 して出席 しました。帰国後

まもなく，彼 は季虎男兄弟と会いました。そのとき季兄弟

が 「お疲れのようですね」と言うと，「会議の途中ずっと気

分が悪くて，家に帰ることばかり考 えていたよ」という返

事で した。 それから1カ 月とたたない8月31日 に，金兄弟

聖徒 の道/1989年1月 号

の

鳴

は卒 中で亡 くなりました。

金兄弟の葬儀には，韓国のほぼすべての大学の学長が参

列 し，敬意を表わしました。1950年 代後半 に韓国で伝道 し，

後 に伝道部長になったF・ レイ ・ホーキンズ兄弟は次 のよ

うに言っています。「その学長たちは，金兄弟 から教会 に誘

われたり，福音について語 り合ったことが度々あったと，

口をそろえて話 していました。」ホーキンズ兄弟の言葉 はエ

リー トたちの中で生活 しながら，金兄弟が常 に神の王国建

設を第一に考 えていたことを物語 っています。

彼の教会での奉仕 はわずか8年 の短いものでしたが，韓

国における教会の発展には計 り知れない影響 を与 えました。

金浩植は，新しいタイプのモルモンの開拓者の模範でした。

彼 は，「モルモン」 という言葉 も末 日聖徒 イエス・キ リス ト

教会 という名前 もまだ知 られていなかった国に福音を招き

入れたのです。□

*デ ニー ・ロイ ：アメリカ人の手話通訳者。シカゴ ・ハイ

ツ ・イリノイステーキ部ハイ ドパークワー ド部所属。シカ

ゴ大学で政治学の博士号 をめざして勉学中。
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ふたり署育=る 愛

夫婦の互いに異なる個性がひとつになって，

美しい永遠の最高傑作が生まれるのです。

結
婚 して19年 間， キ ャサ リー ンとク レイグは9人 のか

わ いい子供 た ちに恵 まれ ました。 しか し， 夫 のク レ

イグは経 済面 で も職業面 で も幾 多の 困難 に遭遇 し，妻 のキ

ャサ リー ンは健康 を害 す るこ ともあ りました。 さらに家庭

の外 で も， ふた りは限 られ た時間で ます ます 多 くの責任 を

果 た さな くてはな りません で した。 そ うす る うちに， だん

だん とス トレスが たま り， キ ャサ リー ンは次 の ような言葉

を口 にした り，考 えた りす るよ うになって いま した。「たぶ

ん私 た ちは， お互 いにふ さわ しい相手 で はないん だわ。」

また，夜 ふた りで一 緒 に外 出 して も，共通 点が あ ま りな

い ことに気 づ きま した。 た とえば， クレイグが映画 を見 た

い とき， キ ャサ リー ンは神殿 へ行 きた い と思 うし， キ ャサ

リー ンが ダ ンスか コンサ ー トヘ行 きたが る ときにはク レイ

グ はサ ッカーな どの試合 を見 たがる とい う具合 で した。

あ る 日ク レイグは キャサ リー ンと同 じ ように次 の言葉 を

口にしま した。「たぶん ぼ くた ちはお互 いに、こ・さわ しい相手

じゃないんだ。」ク レイグは 自分 自身が そ う言 って しまった

ことを気 に病 み，次 の2，3日 断食 して， 夫婦 の関係 や今

感 じている欲 求不満 について祈 りま した。

そしてあ る晩，彼 は こう言 ったので す。「ぽ くたち は，色

にたとえ ると，赤 や黄色 や青 の ような原 色 なんだ。 つま り，

ふた りの間 には， す ば らしい結婚 生活 を築 き，永 遠 の家族
そな

を作るために必要 なあらゆるものが具わっていて，ふた り

を合わせると完全 なものができあがるんだ。ちょうど3つ

の原色 を調合すればどんな色でもで きるように，天のお父

さまの助 けをいただいて，ふた りがお互 いに持 っているも

の を合 わせれ ば，幸福 な永 遠 の結婚 生活 を築 くことがで き

る よ。」

キ ャサ リー ンは ク レイ グの言葉 を聞 いて， お互 いの違 い

を新 たな観 点 か ら見 る ことが で きるよ うにな りました。家

族 の 中で， ク レイ グは愛 の光 を周囲 に照 らす人で した。彼

女 もそ うしたか ったので， その ようなク レイグの才能 を と

きどき うらやま しく思 うことがあ りました。 キ ャサ リー ン

も， 人 を愛 する気持 ちを十分 に持 ってい るのです が， な か

なか上 手 にその気持 ち を表現 す るこ とがで きな かったので

す。 キ ャサ リー ンは一度 ク レイ グに， 愛情 を上 手 に表 現 で

きない ことが悲 しい と話 した ことがあ りま した。 す ると彼

はこ う答 え ました。「で も君 は，家族 の霊 性 を高 めて くれ て

いる じゃないか。聖典 を読 んだ り，大会 の説教 を聞 いた り

するのが好 きだ し， いつ も学 ん だ ことを熱心 に教 えて くれ

る ものね。」その と き突然， キ ャサ リー ンは 自分 とク レイグ

が互 い に助 け合 って子供 たち を育 てて いる という ことを悟

りました。 クレイグ は妻 のキ ャサ リー ンに愛情 の表わ し方

を教 え， キ ャサ リー ンは夫の ク レイ グに聖典 や予 言者 か ら

学 んだ こ とを教 えて いたのです。

毎 日の仕事 に追 われ てい ると， ク レイグが少 し手 を休 め

て息抜 きをす る ように と言 って くれ るのが， キ ャサ リー ン

に はあ りが たく思 えるので した。 また， ク レイグが子供 た

ちの仕事 を手伝 いす ぎる ように思 わ れる ときに は， キ ャサ

リー ンがあ ま り甘 や か さな い方 が いいので は と意見 を言 う

と，彼 は快 く耳 を傾 け ます。 また， い ろいろな ことをふ た

りで す るの がだん だん楽 しくな って きました。 ときには ク
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レイグの好 きなテ レ ビを， と きにはキ ャサ リー ンの好 きな

読書 を， 一緒 に楽 しみ ます。

その うちに， ふ た りの間 には共 通点 もた くさん ある こと

がわか って き ました。 スーパ ーへ買 い物 に行 くのが 、&・た り

とも嫌 い なこ ともそうですが，大 切 なの は，長 い散歩， 子

供 たち，教 会，清 潔 な家，焼 きたて のパ ン， そ してお互 い

が，好 きだとい うこ とです。 キ ャサ リー ンは話 す こ とが好

きで クレイグは聞 くこ とが好 きで す。 キ ャサ リー ンは言行

一致
，根 気 があ り，責任 感 が強 く， 自分 で決 めた こ とを貫

き通 します。 クレイグは親切 で，寛容 ，忍耐 強 く，決 断力

があ ります。 また， ふた りとも，正直 ，誠実 で，昇栄 とい

う永遠 の 目標 に向 かって熱心 に一致 して進 んで いま した。

あ る朝早 く， キ ャサ リー ンが神 殿 の 日の栄 の部屋 に座 っ

てい ると， この ような考 えが浮 かんで きま した。 、&・た りは

この部屋 の シャンデ リアにつ いて い る水 晶 のプ リズムの よ

うな もの だ と。プ リズム は受 けた光 をキラキ ラと輝 く7色
にじ

の虹 に変 える働 きを して い ます。 その ように、&・た りが愛 し

き
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合 うならば，お互いに持 っている相違点が皆ひとつに溶け

合 い，末長 く永遠 に続 く美しい絆ができあがるのです。
れん

もうひ とつわか った ことは，夫 婦 が一致 する には 自己憐
びん

欄，怒 り，利己心 に身を任せてはならないということです。

両方 ともあきらめて しまわない限 り，(ひとりが失敗 しそう

になるともうひとりが助 け船 を出し， また，ひとりが落胆

するともうひとりが手を貸すという具合 にお互 いに助け合

うことができます)す ばらしい結婚生活を築 くことができ

るのです。

ふたりが力を合わせれば， その夢を実現するための道が

開けてきます。夫婦には自分たちの結婚生活 と家族を築 き

あげる共同の責任があります。その責任を果たし終えたと

き，夫婦 の作 りあげた作 品そのものがふたりに報いとして

与えられるのです。つまり， いかに美 しい作品を作 るか否

かは，私 たち夫婦次第なのです。□
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年 前 のあ る 日の こ とで す。私 は家 で アイロ ンをかけ

た り， 子供 た ちの世話 を して忙 しく働 いて いま した。

横 目で テ レビを見 なが ら， た ば こを吸 って いる と，玄 関の
ほ ほ え

ベルが鳴 りました。 出 てみ ると，微 笑 み を浮 かべ た背広 姿

の男の人 がふ た り立 っていて， その ひ と りが， ワ ー ド部 の

監督 で ある と言 って 自己紹 介 を しま した。

ふ た りを招 き入 れ ると，私 は10歳 の ときにバプ テスマ を

受 けて以来， あ まり活発 で はな く，福音 につ いて は何 も知

らな いこ とを早 口で説明 しました。 その2，3カ 月前 に，

私 は教 会 の集会 に出席 し， 出席簿 に名前 を書 き込 みま した

が， 私 に話 しかけた人 はひ と りもいませんで した。

監督 は私 の 目を見 て微 笑 み，こ う言 いま した。「実 は，若

い女 性 の教 師 が見 つ かる ように と祈 って お りました。 そ う

した ら， 主 は私 を ここへ導 いて くだ さっ たのです。」私 は気

で も違 ったの ではな いです かと言 う と， 監督 は微 笑 み を絶

や さずに，持 って きたテキ ス トを開 き， クラ スで の レッス

ンについて説明 し始 め ました。

私 は とう言 い ました。「ど ういう ことなのか，さっぱ りわ

か りません。私 は たば こも吸 う し， お酒 も飲 み ます。16歳

の少女 たち を教 えるなんて， とて もで きませ ん。」

す る と監督 は， 次 の水 曜 日か ら レッス ンが始 まる と説明

しま した。私 は断わ り続 けま したが， 監督 は微 笑 んで いる

ばか りで した。 「私 は不 活発 で す」と言 うと， 彼 はこ う言 い

ました。 「今 まではね。」

「たば こを吸 って い ます
。」 する と監督 は， 「来週 の水曜

日まで にはまだ時間 があ ります よ。神様 は姉妹 を愛 して お

られ ます。 き っとで きますよ」 と言 って， テ キス トを置 い

て，帰 って しまいま した。
あ ぜ ん

私 は唖 然 として しまいま した。 それか ら， 怒 りが込 み上

げ，あた りに怒鳴 り散 らして い ました。「ほかの人 を探 して

よ。行 くもんです か。」

私 は テキス トなど見 るまい と思 い ましたが，好 奇心 にか

られてつ い見 て しまい ました。 そ して， とうとう最初 か ら

最後 まで，12課 の レッスンを全 部読 んで しまいま した。水

曜 日が次第 に近 づ いて きます。 レッスンはす っか り丸暗記

してい ま した。 水曜 日にな りま した。朝 か らずっ と教 会 に

は行 か ない と言 い続 けて い ましたが，約束 の時 間 になる と

教会 に来 てい ま した。 そ してあ ま りの恐 ろ しさに震 えが止

ま りませんで した。私 はス ラム街 で育 ち，不 良 グループ の

い ざこざは 日常茶飯事 で， 食べ るため にはけ んか もし，飲

んだ くれの父親 を刑 務所 か ら保釈 す るため に苦労 した こと

もあ りました。 また，非行 少女 の更生施設 で過 ご した こと

もあ りました。 です か ら， どんな ことに もへ こたれ ない私

で したが， 監督 のお陰 で今 は，窮地 に陥 って いるのです。

「いいわ
， きっ とや り遂 げて みせ る」 と思 いま した。気 が

っ くと もう私 は礼拝 堂 に座 って，新 しい ロー レルク ラスの

教 師 と して紹介 され てい ました。

教 室 で は， ふた りの天使 の よ うな少女 を前 に して，一語

一語 テキ ス トに書 いてある通 りに レ ッス ンをし ました
。『生

徒 に質 問す る』 という指示 の文句 さえ， その ま ま口に出 し
と

て言 った ほどです。 クラスが終 わ るや，私 は家 へ跳 んで帰

って泣 きま した。

数 日後 ，玄関 のベ ルが鳴 りま した。「ああ， よかった。 ま

た あ の笑顔 の 監督 が テ キ ス トを返 して も らいに来 たん だ

わ」 と思 いま した。 と ころが玄 関 に立 って いたの は監督 で

はな く， あのふ た りのロー レルの少女 で した。 ひ と りはク

ッキー を持 って， もうひ と りはお花 を持 って。 ふた りは中

に入 る と，私 に いろい ろな こ とを教 えて くれ ま した。 ワー

ド部 の人 たちの こと，若 い女性 プ ログ ラムの こと， クラ ス

の こ と， クラスの生徒 は16人 い るが，数 カ月間教 師 がいな

か った ことな ど。活発 な ロー レル は， ライラ とロイスのふ

た りだ けだったので す。

私 はふ た りの少女 が好 きにな り，次 の 日曜 日に一緒 に教

会 へ行 くこ とに同意 しました。 その後 ， ふた りは夕 食を食

べ に私 の家 へや って来 ました。

ふた りの助 け によ って，私 は ほかの少女 たち にも教 え始

め ました。少女 たちが教 会 へ来 ない場合 には，彼女 たちが

いる所 な らどこへ で も出 かけて行 って レッス ンを しました。

ボー リング場 で も， 車の 中で も，寝 室や玄 関先で も。私 の

よ うな者 で もクラス に出 る必要 があ るの な ら， その少女 た

ちはな おさ らだ とい う強 い確信 があ りま した。 ある 日，洋

服 ダ ンスの中 に隠 れて いる少 女 に レッス ンをしたこ とが あ

りました。 その と きそ の少女 は出て きて， こう尋 ね ました。

「私 の 自由 意志 は どうなるの
。」私 は 自由意志 に関 す るレ ッ

ス ンを受 けた ことがな かったの で， 彼女 に，次 の水 曜 日に

教会 に来 て，私 たち に自由 意志 の レッス ンをして くれ るよ
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28年7月25日 に， 私 は ドイツのハ イルブ ロ ン市 で街

頭伝道 を してい ました。 当時， 宣教 師 はいつ もふた

りそ ろって同 じ所 を伝 道 しな くて もよかった ので，私 は通

りの片側 を， 同僚 は反対 側 を受 け持 つ こ とが よくあ りま し

た。

次の家 へ向か って歩 いてい く と， 歩道 の そばの椅子 に男

の人が座 って いま した。彼 はに らむ ような顔 つきで私 の方

をじっ と見て い ました。 その 当時， ドイ ツ人 は宣教 師 を信

用 して いなか ったので， あ まり気 にも留 め ませんで した。

近 くのアパ ー トの戸 口で女 の人 と話 して いる と，私 の後 ろ

で だれかが近寄 って くる足音 が聞 こえ ました。振 り返 る と，

制服姿 の警官 です。 き っと上 の階 に用事 が あるの だろ うと

思 い， その ま ま話 し続 け ま した。

ところが驚 いた こと に，警官 は私 の肩 にず っし りと手 を

のせ，彼 の方 へ ぐるっ と振 り向 かせたの です。

「一 緒 に来 るんだ
。 お前 を逮捕 する。」警官 は静 か にこう

言 い ました。
へきれさ

まさに晴天の露震です。私 は努めて自分 を落ち着かせ，

先程の女性 におわびして，「また，戻 りますから」と言いま

した。

「どうして逮捕されるんですか。」警官に向かって尋ねる

と，私がアパー トに押 し入 り，貴重 な家宝の時計 を盗んだ

ためだと言うのです。

警官の説明によると，ある人が昨 日の朝，時計がなくな

っているのに気づき， この建物 に入ったのは， 自分 自身と

家族以外 には私 しかいないと主張したというのです。

確かに私 は前 日，その建物に入 りました。そこは1階 と

2階 が工場で，3階 がアパー トになっていました。入 口で

若い男の人が近寄ってきて，だれに会いに， どこへ行 くの

かど尋ねました。そこで，上に住んでいる人たちに話 をし

たいと言うと，彼はそれ以上何 も言わなかったので，私 は

そのままあがって行 きました。

3階 のアパー トヘ入 る ドアが少 し開いていました。 ノッ

クをしましたが，だれも出て来なかったので，私は戻 って

別の所で伝道 を始めたのです。

警官は私の説明 を聞き，逮捕 した男が宣教師であること

を知ってびっくりしました。

それから警官は私 を連れて通 りを渡ると，さっき私 をジ

ロジロ見ていた男の人の所へ行 きました。 そばにいた少年

が何だかそわそわして落ち着かない様子でした。警官が私

を指 してこの人が泥棒 かと尋ねると，少年 は 「はい」 と答

えました。警察へ着くと，署長の部屋へ連れて行 かれまし

た。そこには，数人の私服 の人々と制服姿の警官が待機 し

ており，警察裁判(警 察裁判所判事 が裁判する軽犯罪即決

裁判)が 始 まるところで した。部屋の一角 には，私が建物

に入 るのを見たという7人 の目撃者が座っていました。

1時 間余 りの尋問が続 きましたが，主が助 けてくださる

ようにと心の中で祈 りながら， どの質問にも正直に率直 に

答 えました。

その後，7人 の目撃者が私 に不利 な証言をしました。前

日に3階 のアパー トヘ入 ったのは，被害者の家族以外は私

だけだと，全員が口をそろえて証言したのです。次第に，

ドイツの刑務所で数年過 ごすことになりかねないようにな

ってきました。

署長は私 に何か弁明すべきことはないかと尋ねました。

私 は心の中で必死に助けを願い求めた後，片言の ドイツ語

で，初めのうちは口ごもりながら話 し始めました。 まず，

自分がなぜ ドイツにいるのか，次に伝道についてみんなに

説明しました。すると，突然，私は福音について語 り始め

たのです。不思議な気持ちがして，次第に自分 の意志とは

かかわりなく舌や腕が動き出し，表情まで自然 と浮かんで

きました。

「聖霊」が助 けに来てくれたのです。急 に私は堂々 と力
りゆうちよう

強 く流 暢に ドイツ語を話 し始めました。45分後に証 を述べ

終わったときには， ぐった りと疲れ果て， あやうく床の上

へ倒れそうになってしまいました。部屋は静まり返 り，沈

黙 は少 なくとも1分 間続 きました。

すると，署長がぽつ りと言いました。「この男 は時計を盗

んではいない。」

署長は私 自身のことや教会のことをいろいろと尋ねまし

た。もう私 に敵意 を抱いている人はひとりもいませんでし

た。そして署長は捜査官 に向かって こう言いました。「この

青年 と一緒に彼の部屋へ行って，所持品を調べなさい。も

し時計が見つからなければ，彼 を釈放 してやりなさい。き

っと見つからんと思 うがね。こんなばかげた 『相手違い』

はそれで終わりだ。」

捜査官と一緒に帰る途中，私 はいろいろな質問に答え，

私の部屋へ着 くころには，伝道のプログラムやモルモ ン経

について， また私たちが主に対してどのような概念 を持っ

ているかについて，簡単 に説明 し終わっていました。

捜査官は私の机の引き出しの中から，時計を2個 見つけ

ました。ひとつは，私 の古い壊 れた時計で，もうひとつは，

同僚の安物の時計でした。捜査官 は帰 り際に，ハイルブロ

ンに滞在中，何か困ったことがあればいつでも連絡 するよ

うにと言 って くれました。

私 は感謝 と祈 りの気持 ちで，ほっとため息をつきました。

「聖霊」の力が現われて，奇跡的な働 きをしてくれたので

す。決 して忘れられない出来事で した。□
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い
つ ものように初等協会の レッスン

が始 まりました。私 は8歳 の子供

たちを前にして，ある末 日の予言者 につ

いて話 をしていました。話を終 えると，

この話 の中から教訓を引 き出すために質

問をし始めました。生徒たちは皆，質問

に答 えようとします。ところが，ロバー

トだけは違いました。

私 はその ことにあまり気を留めません

で した。 ロバー トはまだクラスに入 った

ばか りだし，初めてなので，たぶんみん

なの前で話すのが恥ずか しいのだろうと

思ったのです。 けれども質問の答えが出

て， みんなが話 し合 っているうちに，私

はロバー トの顔がだんだん暗 くなってい

くのに気づきました。彼 はレッスンを理

解 していなかったのです。

前の週の レッスンのときは，準備 した

レッスンを全部 する時間があ りませんで

した。今回もやは り時間が足 りなかった

ので， ほかの生徒 を待 たせて，ロバー ト

のために説明 を繰 り返 すことはできない

と思 い，先に進むことにしま した。 そし

ていずれにせよ， おそらくまたいつか同

じような概念 を教 える機会があるだろう

と自分 に言い聞かせました。

私 は素早 くみんなを見渡 して，そのほ
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かの生徒 がみんな理解 していることを確

かめました。 ところが， ロバー トと目と

目が合ったとき，心臓が止 まるか と思う

ほどびっくりしました。一瞬ロバー トの

顔が消 え失せ， その代わ りに私の3歳 の

息子のサムの顔 が見えたのです。私 はハ

ッとして立ちすくみ， もう一度 同じこと

が起きるので はないかと思 い，ロバー ト

の顔をまじまじと見つめました。 けれど

も，二度 と再 び同じことは起 こりません

でした。

その晩，私 はその出来事 について考 え

ていました。 自分 のしたことに自責の念

がわきあがってきます。突然，5年 先 の

情景が頭 に浮かびました。ロバー トの席

にはサムが座 り，私の代 わりに別 の教師

が立 っていました。 そして，教師は私 の

ときと同じ話 を聞かせ，息子はロバー ト

と同じ反応 を示 しました。

教師はサムを見て，サムが理解 してい

ないのがわかりました。けれ ども， とに

かくレッスンを先へ進 めました。

「たぶん またいつかこの レッスンをする

ことがあるでしょう。 そのときになった

ら，サムはたぶんわかるわ。」教師 はそう

独 り言を言いました。

サムは床に届かない足 をブラブラさせ
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もう二度と繰り返すまい
エレイン ・ヴォー ン

1臣と 督が新 しい転入家族の名前を読み
皿 あげ，歓迎の言葉 を述べています。

私 はその家族がどこに座 って いるかと礼

拝堂の中を見回 しま 、Fヒ。聖餐会 が終わ

ったらすぐに自己鮎 、・をして，知 り合い

になろうと決心 していたのです。

そのとき私 の頭に浮かんでいたのは，

この前の聖餐会でお別れの証 をしてくれ

たショー姉妹のことでした。 ショー姉妹

はこのように言いました。「日曜 日ここに

出席するのはこれで最後です。皆 さん と

お別れする前に，ひとつの経験 をお話 し

したいと思 います。」

サンディ ・ショーは，夫が通学するた

めこの一年 間私たちのワー ド部内に住 ん

でいました。初めて彼女 に会 ったのがい

つだったかは覚えていませんが，彼女は

私たちのワー ド部 の霊的生活の教 師であ

るネイヴァ ・ギルマン姉妹 と特 に親 しい

間柄だったようです。

ショー姉妹の話 はこのような ものでし

た。

「前にいたワー ド部 では
， みんなに愛

され，深い安 らぎを覚 えていました。私

は生まれてからずっとそこに住 んでいた

のです。それで，主人 と一緒にここへ移

って きたときは，見知 らぬワー ド部 へ出

席するのが怖 くて，数週閲教会には来ま

せんで した。で もす ぐに，毎 日の生活に

ぽっかりと穴があいたような空 しい気持

ちになり，次の集会 には必ず出席 しよう

と決心 したのです。

教会へ足を踏 み入れた ときは，不安で

一杯でした。分級するとき，だれかが私

に声 をかけて，どこへ行 ったらよいかを

教えて くれたらいいのにと思 いました。

私の方から話 しかけるべきだということ

灘羅
魏

.鑛蕪灘蕪…藁鑛鱒麟 轄、…

霧
臣懸

轄 阿

はわかっていましたが，言葉 が出てこな

いのです。人々は私 の前を通 り過ぎ，仲

の良い人の所へ行 ってしまいました。中
ほ ほ え

には私 に微笑みかけてくれた人 もいまし

た。でも，間 もなく ドアが閉まり，ホー

ルには私ひ とりが取 り残 されて しまいま

した。 どうすることもできなくなって涙

を流 しなが ら，教会 を出ました。

その晩，私 は頼ることのできるたった

臣 ひとりのお方
， すなわち天父に向かって

こう嘆願 しました。『天のお父 さま，私 は

難 これ までず
っと活発 に教会 へ出席 してい

ました。で も，知 らないワー ド部へは怖

くて行けません。とて もひとりでは行 け

ないのです。』

灘 翌朝
，玄関の ドアを開けると，少 し緊

張 した面持 ちの見知 らぬ人が立っていま

した。 『こんにちは。私 はネイヴァ・ギル

マンと申します。 どうしてここへ来たの

か自分 でもよくわからないんですけど，

お宅 に立 ち寄 って，一緒 に扶助協会へ行

くようにお誘いしたいという強 い気持ち

を感 じたのです。』

私 は感激 して涙を流 しながら，彼女を

招き入れました。」

ショー姉妹 の証を聞いて，私 は自分 自

身 を反省 しました。今 まで私は，新 しく

教会へ来た人たちに対 して何 と言 ってい

いかわからないために，ただ微笑んで「こ

んにちは」 と言 ったきり，そのまま通 り

過 ぎて しまったことが何度 もあったこと

で しょうか。

その ようなことは， もう二度 と繰 り返

すまい。私 は心の中でそう決心 したので

す。□

*エ レイン ・ヴ ォー ン姉妹 は，ワシント

ン州 スポケーン第9ワ ー ド部在住。

ミ
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鳴」
鵯
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家庭訪問メッ'セージ

イエスのみもとへ行く
8

目的 教会の使命を達 成するために努力し、みずからキリ

ス トのみもどへ行き、さらにほかの人々もそうどき

るように助けを与える。 黙 、直

主
は 「見よ， これわが業にしてわが栄光，すなわち人

に不死不滅 と永遠の生命 とをもた らすな り」(モーセ

1：39)と 言われました。イエス ・キ リス トは贈いを通 し

て，私たちが永遠の生命 を受け継ぐことができるようにし

てくださいました。それを教 えられている私 たちには，同

胞が永遠の生命 を受けられるように助 けを与える責任があ

ります。

主 は慈悲深 いお方です。主はそのみもとへ行 く人の重荷

を軽 くし，心 を清めてくださいます。 しかし 私たちはそ

うすることに恐れやためらいを覚 えることがあります。 ま

た福音は本当に，夫婦間の問題，経済的な重荷，職場や学

校での緊張，病がもたらす苦 しみ，孤独感，罪などを解決

し，取 り去 る力があるのだろうかと疑いを覚えることもあ

ります。

求い主 は，確かに私たちの重荷 を取 り 、いてくださいま

真 ある姉妹は差し迫った問題に直面したときに，嬰
も天父 に祈 ったそうです。そして順いの必要性を理 こ

ださいます。そして主の と愛を感 じた人は，兄弟姉妹

づけ，祝 福 し，人 々を神 のみ もとへ導 きたい と願 うよ う

の です。彼 女 は こう言 って い ます。「救 い主 が いなけれ ば 自

分 の過 ちを取 り去 るこ とはで きませ ん。 また成長 し続 けて

い くこともで きませ ん。」

彼女 は救 い主 の愛 を感 じて，圧 倒 され る思 いで した。「常

に神 が見守 って くだ さってい た こと， また楽 しい ことであ

れ，苦 しい ことであれ，信仰 を もって受 け入れ るな ら，'・

こなるでしょう。

私たちは教会 の使命 を形作る3つ の分野に心 を向けるζ

とによって， このみ業の達成 を後押 しすることがで きます。

エズラ ・タフト・ベンソン大管長はそれについてこう言っ

ておられます。「私たちには教会 の3つ の使命 を達成すると

いう神聖な責任が与 えられています。ひとつは世の人々にへ
福 音 を伝 え こと， そ して全世 界 の教 会員 を強 る こと，

死 者の救 いの業 を推 し進 め るこ です。」(『神 聖 な務 め』「聖

徒 の道」1986年7月 号，p.77)

ベ ン ソン大管長 は，順 い を受 け入れ，兄 弟姉妹 を愛 し奉

仕 する人 は， 「人に不死不滅 と永遠の生命とを もた らす」(モ

ー セ1：39)た め の主 の み業 を助 ける ことがで きる と述 べ

て い ます。口

去の経験 も将来の経験 も， 凱 的にはすべ
7元

る という ことを理解 しま し 一。」(「エ ンサ イ ン」1977年9月

号，pp.50-51)

信 仰 を もって主 の み もとへ行 くなら， 主 はすべて の問題

蛤
ついて， それが解決できるよう私 たちに助けを与えてく

■

心

訪問教師への提案

1.教 義 と聖約18：10-16を 読 み，私 たちへの主 の愛， ま

た私 たちが兄弟姉妹 に対 して持 つべ き愛 について， こ

の箇所 にはどの ような ことが書 かれ てい るかを話 し合

う。

2.福 音 と照 いが 自分 たちの生活 にどのよ うな祝福 と変化

を もた ら したか について，実 際 に体験 した ことを話 し

合 う とよい。何 か問題 が ある ときには，救 い主 の助 け

を得 て解決 す るよ う勧 める。

(「家庭 の夕 ベ アイデア集」pp.41-57，120-130，229-230参

照) ・ 〃
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法 霧春灘 鷺.愁繍 漏矯 灘 管妻
個人的に知るようにもな りました。対立する訴訟当事者の

弁護士の説得力ある弁論 に耳 を傾 けたことや，一方の側の

主張 に動かされなが ら， もう一方の側の主張 に動かされた

りしたことをはっきりと覚えています。

裁判所を辞めて何年か後に，私はよく知 っている首席裁

判官にばった り出会 ったことがあります。私 たちの話題は

裁判 の運営 という管理上の難題 とな りました。その首席裁

判官は疲れ果てていました。で もあと数カ月すれば退職 し

て，すべての法廷闘争を他の裁判官に引 き継いでよい年齢

に達 するのです。彼 はそのことについて真剣 に考 えてきた

ことをほのめかしました。

「君はどう思 うかね?」 と私に聞きます。

私は裁判官 としての重責 から逃れたいと思 う彼の気持 ち

がわからないでもありませんでしたが， こう言いました。

「退職ですって，判事。退職はしないでください。判事 に

はおわか りにならないでしょうが，常 に正 しいことをしよ

うとする裁判官がいることは私 たち一般人にとってはとて

も心強いものです。」

すると驚いたことに，彼は腹を立て，声をあらげて言い

ました。「バー ト1ど んなばかでも正 しいことはできるさ。

難 しいのは何が正 しいかを知 ることなんだ。」

それは，裁判官 としての彼の最大の関心事 だったのです。

すべての人が法律を意識 して自分の行動がどうあるべきか

を考 えているわけではないが，いったん法律が決 まって し

まえばそうするのは難 しくないということを，彼は言って

いたのです。 しかし，それよりも大変なのは，法律の何た

るかを判断して，頭 のいい弁護士たちが持 ち出してくる甲

乙つけがたい興味 をそそり， しかも理路整然とした主張 を

裁定することでした。彼 にとってさらに難しいのは，訴訟

当事者のどちらが正 しいかを判断することで した。

選択が困難なとき

私たちの生活 にもこれと同じことが言えないでしょうか。

私たちは日常，数々の決断に迫られますが， そのときに

どうすべきかを選択，判断するのは難 しいものです。選択

肢がどれ も良いものに見える場合 は特 にそうです。

ひとつの例をあげましょう。あなたはこの何カ月間，勤

め口を探 していると考えてください。借金 して車を購入し

ましたが，もしすぐに就職で きなければ，ローン会社に車

を返さなければならなくなってしまいます。雨の降る11月

のある朝早 く， あなたは今までになく見込みのある仕事の

面接を受 けに行 く途中です。 ところが時間に遅れているう

えに燃料 もどうにか目的地にたどり着 けるだけの量 しかあ

りません。

信号待 ちのため速度 を落 としていくと，友達 が雨の中，

バスの停留所 に立っています。それでなくても遅れている

のに，友達 を乗せていたらますます遅れることはわか りき

っています。また制限速度 をオーバー して走らなければ約

束の時間に間に合わないことも， しかしスピー ド違反をす

れば運転免許を失 うこともわかっています。

いずれにせよ決断をしなければな りませんが，あなたな

らどうするで しょうか。それぞれの状況 を別々に考 えれば，

どうすべきかはだれでもわかるでしょう。言うまで もなく，

国の法律 を破って制 限速度以上のスピー ドで走ってはな り

ませんし，車を止めて給油をすべきです。友達 も乗せてあ

げるべ きです。 また仕事 も経済的な安定 と幸福 を得るため

にとても大切なものですか ら，仕事 を得 るためにはそれ相

当の努力もしなければな りません。あなたはどうするでし

ょうか。車を止 めるか止めないか，スピー ド違反をして走

るか走 らないかのどちらかです。法律 を破 っても大 したこ

とではないのでしょうか。仕事 に就 けばどうでもよいので

しょうか。免許証を失っても構 わないのでしょうか。友人

を乗せてあげなくてもいいので しょうか。ひょっとすると

燃料切れ，あるいはスピー ド違反で捕 まるという，思いが

けない結果が待 ち受 けているのではないでしょうか。また

取 り返 しのつかない結果が待 ち受けているのではないでし

ようか。

このような場合， どうすべきか判断するのは非常 に難 し

いことがあ ります。しかも選択を間違うと，永久 に取 り返

しのつかない結果 を招 くこともあるのです。

私 たちの中には，罪に近づきすぎる人もいれば，悪の中

にとどまる人，悪か ら遠 ざかる人，あるいは，道徳律や国

の法律 に従順な人，不従順 な人など，様々な人がいます。

しかし，それらの選択 はどれも，私たちの人生 に永続的な



影響 を及 ぽ しかね ませ ん。 で は どうした ら正 しい道 を見 い

だせ るので しょうか。 また， ひ とた び見 いだ した として も，

その道 を歩 み続 ける には どうした らよいので しょうか。

福音にそった生活をするという課題

交通量がそれほど多くなく，道路 に標識がある間は，「ま

っすぐな狭 い道」 を走 り続けるのは比較的やさしいもので

す。ところが，途中で私たちは頻繁 に， それぞれの 自由意

志を行使 している人々に出会います。そして好むと好 まざ

るとにかかわらず，彼 らの要求や期待が私たちの行動や選

択に影響 を与えていることに気づきます。試験 になると友

人たちは，「おい早く。平気だよ，みんなや ってるんだから」

とか，「だれにもわか りっこないさ」などと言い不正な行為

を行なうように勧 めることもあ ります。

人生のすべての問題 に前 もって答 えを用意するのは困難

ですし，選択を迫られたときに，自分の知識 を活用するの

は決 してたやすいことではありません。福音 にそった生活

をするという課題は， 自分が選択 した状況の中でやってく

るのではなく，自分の意志では完全 にコントロールできな

い状態の中でやってきます。私 たちが 日々行 なう多くの選

択がまったく未経験のものであり，前例がないのはそのた

めです。完成への原則を実行すべく努力 しなが ら， 自分の

道 を見いだし歩いていくしかないのです。聖典 には役立つ

ことがたくさん載 っています し， ほかの人々の経験から学

ぶこともできます。結局，私たちは何をするのか， しない

のかという点については， 自分 自身で判断 し，決 めなけれ

ばならないのです。

もちろん主はこのことをすべてご存じです。私 はこれに

関する主のみこころについてはっきりとした確信を持 って

います。たとえば，主はこのように述べておられ ます。「見

よ，われ汝 らにすべての事 を悉 く命ずるは至当ならず。そ
や

は，すべての事已むを得ざれば為 さざる者 は怠惰 なり，賢

き僕にあらざればな り。 これを以て彼は良き報いを受 くる

ことなし。

われ誠に汝 らに告 ぐ，人は努 めて善 き業 に従 い， 多くの

事をその自由意志によりて為 し，多くの正 しき事 を為 し遂

げよ。

そは人 自らの中に自由の意志ありて己れの事を自ら為す
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者なればなり。従って人善を為 さば決 してその報いを失わ

ざらん。」(教 義と聖約58：26-28)

つまり自分の生活 は， 自分 自身で管理 しなければならな

いということです。たとえ命 じられていないことであって

も，自分から行動 を起こす必要があるのです。要するに，

私 たちは自分 の意志 に関係 なく，天の意志や戒めだけで動

く存在ではないということです。

簡単 に言うと，現世は試 しのときです。主は言 っておら

れます。
　トま し ダン てへか

「われ汝 らに一 つの誠 命を与 う。 すなわ ち， 汝 ら須らく

すべ ての悪 を捨 て去 り， すべ ての善 に悶 く就 くべ し。 また，

須 らく神 の 口 よ り出 ずるあ らゆ る言 に よ りて生 くべ し。

神 は忠信 なる者 たち に，規則 に規則 を加 え，誠命 にい ま

しめを加 えん。 か く してわ れは これ を以て汝 らを試 み汝 ら
ため

を験すべ し。

この故に，汝らの敵 を怖るるなかれ。主は言 う，われわ

が心 に定めた り，すなわち汝 らのわれに適 しきを知るため

に，死 に至るまで もわが誓約 を守るや否や，すべてに於て

われ汝らを試すべ し。
ドヨしさ わ

汝 らも しわが誓約 を守 らずん ば， われ に適 しか らぬ者 た

ちな り。」(教 義 と聖約98：11-12，14-15)

何が正 しいかを判断す るのはやさ しいことではない

この死すべき試 しの世では，神の子 らは自分 自身の意志

で選択することを求 められます。 もしそうでなかったら，

私 たちは自分の本当の姿や， 自分が本当に望 んでいること

を判断することはできないでしょう。私が言っているのは

この分野についてです。つまり何 ら具体的な勧告や戒めが

与えられていない分野， なすべきことや方法がわかってい

ない分野についてなのですが，一これこそ最高裁判所に勤務

する私の友人が，「難 しいのは何が正 しいかを判断すること

なのだ」と言 った分野でもあ ります。

一生 を通 じて，私たちはしなければならないことと， し

たいことの間で， どちらを選ぶか選択 を迫 られます。テレ

ビを見るのか家庭訪問に行 くのか。家族 と一緒に過 ごすの

か友人と過 ごすのか。聖典を読むか小説を読むか。子供 を

家に置いていくか一緒に連れていくか。借金 をするかしな

いか，など選択の機会 は実 に様々です。いずれの場合でも，
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一方を選べば一方をはずすことになります。もしそうでな

ければ，真の試 しは存在 しないことになってしまいます。

自由意志 による選択は，救いの計画 を定められたお方のみ

こころなのです。主は自由意志による選択を通 して， 自分

の心がどこにあるかを気づかせ，それによって，私たちの

本当の姿を知 らせようとしておられるのです。

私たちはしばしば，ふたつの良いものの中からどちらか

ひとつを選ぶように求め られます。 これは福音の中に含 ま

れるひとつの逆説的命題です。たとえば，ある召 しに費や

す時間の量 と，その中でできる善行 とには直接的な関係が

あります。監督は助けが必要 なひとりの会員を訪ねること

によ り，たくさんの善 い行ないをすることができます。10

人の困っている会員 を訪ねたら，その10倍 善 い行ないをす

ることができます。それでは訪問 にどれ位の時間 をかけた

らよいのでしょうか。私たちは聖典 を研究 し，その内容に

ついて深 く考 えることによって主 に近 づきます。一層熱心

に研究し，真剣に考 えるなら，なお一層近づくことができ

ますが，'それではどれだけ勉強すればよいのでしょうか。

良い父親は家族と共 に時を過 ごしますが， もっと良い父親

はさらに多くの時間を使って，週 に一度は妻と夕べを外で

過 ごします。

しかしどこで線を引いたらよいので しょうか。 どこまで

が十分 で， どこまで行 くとや り過 ぎなのでしょうか。 どの

程度 までするのが活発 なので しょうか。 どこまで奉仕すれ

ば十分 と言えるのでしょうか。 どこまで愛を示せばよいの

でしょうか。どこまで行なえば家庭 を大切 にしていると言

えるのでしょうか。バランスの取 り方について考 え直 さな

ければならない点はないでしょうか。ア リス トテ レスはこ

う言っています。

「善良でいることは生易 しいものではない。万事 に中庸

を見いだすのはなかなか容易なことではないからである。

・だれにでも怒 ることはで きるし，それはたやすいこと

だ。また金 を与え，使うことはできる。 しかし， これをふ

さわ しい人に，適度に，適切なときに，正しい動機から，

良い方法で行 なうのは，だれにでもできることではないし，

易しいことで もない。それゆえ，善良であることは，貴く

もあり，立派な賞賛すべきものでもある。」(『人と人 ：社会

科学者』「世界の偉大な思想家」第2巻 ，p.352a)
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毎晩家で妻 と過ごしたら， それで良い夫になれるのでし

ょうか。子供 に恵まれていない人なら，暇な時間をすべて

妻のために使 うことがで きるかも●しれません。しかし，そ

のような人が良い夫 と言えるのでしょうか。答 えははっき

りしています。そのようなことで良い夫かどうかを決める

のは愚かです。夫であれ，妻であれ，子供たちであれ，あ

るいは教会であれ，だれ もすべての時間を要求 しているわ

けではありません。 もし親が四六時中かまったとしたら，

子供 たちは親の影に隠れて，依頼心の強い子 になるでしょ

うし，教会 にしても，専任の監督を置くとすれば，それは

有給の聖職者を抱え込むのと同 じであ り，神の子を全 き者

とするように定められた神聖 な組織 どころか，むしろ教会

自体が滅びてしまうことでしょう。

望 ましいバランス

ほどよいバランスといっても，それは個々の教会貝の必

要や能力によって異 なります。 しかし，家族，教会，勤 め，

そして 自分のために全時間を費やすところまではいかなく

ても，望 ましいバランス，明らかに必要なバランスという

のはあります。創造主から与えられている時間には限界が

あるからです。かといって御父から与えられた時間という

財産 を非難 しないようにしてください。それは思い違 いで

す。むしろ，その時間を用いて何をするように求められて

いるのかを考 えましょう。

私 たちには人生においてみずから引き受 けなければなら

ない幾つかの責任があります。それらの責任 は，あれをす

ればこれはしなくてもよいという性質のものではあ りませ

んし，実際そうあってはな りません。 どの責任を果 たすに

も時間が必要です。父親，扶助協会会長，セールスマン，

学生など，どのような立場 にあっても， その責任 を果たす

には時間が必要です し，奉仕 をするにも時間が必要です。

当然，葛藤が生 じます。 しか し，ある分野でよい成果を得

るには，必ずしも別 の分野を犠牲 にしなければならないと

は限らないかもしれません。主は私たちにシオンでのんき

に暮らさせるつもりはありません。(II二一ファイ28：24参

照)主 のみこころは，何事 も 「賢 く秩序正 しく」(モ ーサヤ

4：27)行 なわれることなのです。

適度のバランスとはふつう，ひとつの道だけを選 んで，
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ほ か の道 をす べて除外 する ことで はあ りませ ん。 そうで は

なく， 自分 に必要 な道 をすべ て進 むのです。 ただ し， 必要

以上 の ことはすべ きではあ り ませ ん。 それ に よって， 天父

か らも望 まれてい る他 の道 にお いて遅 れ を とるような こと

はあ りませ ん。だ とすれ ば，「しか るべ き時 に， しか るべ き

所 に」いて， 「なす べ きこ とを， なすべ き時 に行 な う」こと

が非常 に重要 にな って きます。 なぜな ら私 た ちはみず から

の選択 によって裁 かれ， どの ようにバ ラ ンスを とるか によ

って， 自分 自身 を作 り上 げて い くか らです。

「汝 らはたえず祈 らざ るべか らず』

さて，私たち末 日聖徒は，物事の決定や生活のバランス

の取 り方 を適切に行 なうことができるでしょうか。私は主

のつたないひとりの弟子 として， それが可能であることを

証します。

救い主は二一ファイ人に教えと導きを与えた1日 目の最

後に，彼らに祈 るように教 えられました。

「されば汝 らはわが名 によりてたえず御父に祈 らざるべ

からず。而 して，汝 らが必ず受 くと信 じて，わが名により

て御父に乞い求むるものは， その正当なるものなる限 り，

すべて汝 らに与えらる。」(HI二 一ファイ18：19-20)

私 はよくこのときのことを考えます。たぶん世界の歴史

に残るすばらしい場面ではないでしょうか。二一ファイ人

は都市の破壊 や，愛する者の死，肉親 との別れ，家や財産

の喪失という苦難 を経験 したばか りで した。彼 らは混乱 と

恐怖の中を生き延び，3日 間の完全 な暗闇を体験 し，全世

界の住民のために熱心に祈 りを捧 げたのでした。
あまくだ

それから彼 らは天からの声を聞き，人の子が天降って来

られるのを見 ました。人の子が語 りかけられた一言一句が

彼 らの心の中に永久に刻・み込 まれたことでしょう。このよ

うな状況 のもとで，イエス ・キ リス トは，彼 らが御父 に願

い求めるものは，それが正当なるものであればすべて与え

られると約束 されました。彼 らは，イエスが自分 たちを離

れて昇天された後もその約束 を忘 れませんでした。聖典 に

記 されているように，彼 らは散 り散 りになって家へ帰 りま

したが，彼 らが目にし耳にしたことは，まだ暗くならない

うちに民の間に告げ知 らされました。多くの人々は，明 日

イエスが現われたもう所へほかの人々も連れて行けるよう，

一 晩 中働 いて用意 を しました。

翌 日にな って， 民 の指 導者 として召 され てい た十二弟 子

た ちが， 前 日教 えられて いた ように人 々 をひざ まず かせて

祈 りを させ ま した。人 々 は心 をひ とつ にして， イエスのみ

名 によ って御 父 に祈 りました。 イ エスの約束 を覚 えてい た

彼 らは， 自分 た ちが一番望 む ことを願 い求 め ました。家族

の病気 の快復 や，愛 す る者 たち との再会 ，病 人 や傷 つ いた

人 々の癒 し，指 導者， 敵対 す る人 々の ためな ど， あ らゆる

こ とにつ いて祈 り求 め るこ とがで きた と思 いますが，彼 ら

が実 際 に祈 り求 めた ものは何 だったの で しょうか。聖典 に

はただ この ように記 され てい ます。 「かれ ら(は)… …聖霊

を かれ らに与 えた もう こ とをね が った。」(Hl二 一 フ ァイ

19：9)

二 一 フ ァイ人 は，聖霊 の働 き と目的 を説 いた二一 フ ァイ

.自身 の教 えを堅 く信 じてい ま した。 二一 ファイは次の よ う

に人々 に問 いかけ ま した。

「さて私 の愛 す る兄弟 たち よ
， 私 は尋 ね たい， あなたた

ち は この 真 直 で狭 い 道 に 入 っ た ら，(バ プ テ スマ を受 け

て教会員 にな り，罪 の赦 しと聖霊 の賜 を受 ける こと)そ れ

で万事終 りであ るか。 ごらんそ うではな い。 あな たた ちが

も しもキ リス トの言葉 によってキ リス トを確 く信仰 し， 人

を救 う大 きな能 力 のあ るキ リス トの功徳 に全 く頼 らなか っ

たな ら， あなた たちは ここまで進 んで くる ことさえで きな

かったの であ る。

それで あるか ら， あ なたた ちは これ か らもキ リス トを確

く信 じて疑 わず，完全 な希望 の光 を抱 き，神 とすべての人

とを愛 して強 く進 まなければ な らない。 それで あるか ら，

この後 もた えずキ リス トの言葉 を よく味 わい なが ら強 く進

み，終 りまで堪 え忍 ぶな らば 『永 遠 の生命 を受 け る』， か く

の如 く天 の御 父 が言 いた もうた。」

そ して彼 は次 の ように続 けてい ます。 これ は私 にとって

非常 に重要 な意味 を持 つ言葉 です。

「ご らん
， また言 うが，前 に話 した道 によって入 り聖霊

を受 ける ならば， 聖霊 は あなたた ちの行 わ な くて な らない

ことをみ な教 えた もう。」(II二 一 フ ァイ31：19-20;32：

5， 下線付 加)

二 一 ファイ人が ほかの何 に もまして聖 霊 を望 ん だの は，

何 の不 思議 もな いこ とで す。 なぜ な ら， なすべ きすべての



ことを教えてくれる聖霊なくしては，天父のみもとに帰る

ことも，幸福 と永遠の生命 に至る正 しい選択 をすることも

できないからです。彼 らはこの尊 い賜が聖霊であることを

知 っていたのです。

救い主 と一 日を共 にしてからの二一ファイ人 は，試 しの

条件を，おそらく私 たちよりももっとよく理解 していただ

ろうと思います。みもとに帰る道 を見いだすには，彼 らは

生活の中で神の助 けが必要 であることを理解 していました。

主が望 んで お られ る所

教会 で は，聖霊 の賜 につ いて多 くの ことが語 られて きま

した。 バプ テ スマ を受 けて い る私 たち は， それ ぞれ この賜

をいただ いてい ます。私 たちは， ふ さわ しさを備 えて いれ

ば，集 団 と して も個 人 と して も，聖霊 の賜 によって地上 の

他 の どの民 と も異 なる特 別 な民 になる ことがで き ます。

もし私 たちが、言・さわ しい状 態 にあ り，心 の 中に示 され る

みた まの導 きに従 って いるな ら， 自分 の して いる選 択 は最

善 の もの だ という確信 を得 る ことがで き ます。試練 や 困難

はあ るか もしれ ません が， 自分 は主が望 んで お られ る所 に

いるの だ とい うこ とを確信 で きるので す。

これ らの ことを理解 し， 自分 は総 じて主 のみ こころを行

な ってい るとい う確 信 があれ ば， 言 い尽 くしがた い平安 と

喜 び を味 わ うこ とがで き ます。神 の真 の教 えに従 わない限

り， この祝福 にあず かる ことはで きませ ん。 なぜ な らこの

祝 福 は，聖霊 を伴 侶 とす るこ とによ って もた らされる もの

だか らです。

と きどき，私 は慰 め主の勧 め に従 う前 に， 時間 を とって

祈 りよ く考 え ましたが， いつの間 にか二 一フ ァイ の ように，

「私 は何 をせ ねば な らぬの か
， 前以 て それ を知 らず にただ

ひとす じに『み た ま』に導 かれて行 った」(1二 一フ ァイ4：

6)こ とが しば しばあ り.ました。

主 はジ ョセ フとオ リヴ ァに言 われ ました。「汝 の語 りまた
しる

は書 き誌すべきことは，その場 に及びて汝 に与えらるるに

より彼らこれを聞 くべきなり。 もし彼らこれを聞かずんば，
のろ おく

われ祝福 を与えずしてかえって彼 らに咀いを遣 らん。」(教

義 と聖約24：6)
いず

ト ー マ ス ・B・ マ ー シ ュ に は こ う 言 っ て お ら れ ま す 。 「何
こ こころ

所 にてもわが意のある所 に赴 くべし。されば，われ汝の為
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すべ き事行 くべ き所 に就 きて は 『慰め 主』 によ りて汝 に告

げん。」(教 義 と聖約31：11)
ご

何 を語 り，何 を書 き， どこへ行 き， 何 をなす べ きか など，

私 た ちは多 くの ことについて答 え を得 なけれ ばな りませ ん。

しか し， この よ うな ことに関 する導 きは， まれ に しか与 え

られ ないか ら こそ，貴 い もの とな るの です。予 言者 ジ ョセ

フはマサ チ ューセ ッツ州 サ レムで，「主 と して」彼 が と どま

るべ き所 は， みた まの平和 と力 とによ って告 げ られ るとい

う よ り意 味 の広 い約 束 を授 け られ ま した。(教 義 と聖 約

111：8参 照)ま た3人 の見証 者 も，聖霊 によ って 「人 の子

らの為 になるすべ ての事 」(教 義 と聖 約18：18)を 示 される

と告 げ られ てい ます。

これ は非常 に重要 な ことです。 だ とすれ ば， マ リオ ン ・

G・ ロムニー副管長 が 「聖霊 の賜 を受 ける ことの大切 さは

言 い尽 くせ な い」(「大会 報告 」1974年4月)と 言 われた理

由 を理 解 するの は容易 で しょう。しか し，「言 い尽 くし難 い」

とい うのは，理 解 で きない という意味 ではあ りません5聖

霊 は，「一切 の事 の真 実 であ るか どうか」(モ ロナ イ10：5)

を示 して ください ます。世 の人々 にはそれが理解 で きない

か もしれ ませ んが，私 たちは知 って います。

主 は予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミスに言わ れ ました。

「神 は その聖 き 『みた ま』 によ り
， すなわ ち聖霊 の言 い

かつ あらわ

尽 し難 き賜 によりて，世の始めより今 日に至るまで嘗て表

したまいしことなき知識 を汝 らに与えたまわん。
あらわ

これこそ，わが先祖 らの末の世 に顕 されんことを熱心な

る期待 もて待ち望み しものにして，彼 らの栄光の完全に顕

れんため保存 し置かれしと天使 らによりて彼 らの心に示 さ

れたるものなり。」(教義 と聖約121：26-27)

確かに聖霊の賜は与 えられています。それをどう使 うか

は私たちの責任です。勧告に耳を傾けなければ何 も受 けら

れ ません。祈 り，信仰 を働かせ，愛 し，従い，霊の幕屋 を

清 く保 たない限 り， このすばらしい賜 を要求することはで

きません。

皆 さんが聖霊の導 きを受けられるような生活ができます

ように。そして賢明な判断をし，知識を行 ないに生かせま

すように。□

*ブ リガム ・ヤング大学で開かれたファイヤサイ ドでの講

演より。
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クリスティー ・ウイリアムズ

数
年前のある 日，買い物に夢中になっていた私 にふた

りの若い女性が声 をかけてきました。話 をさせてほ

しいというのです。「いいですとも。」私 は即座 に答えまし

た。

「もしあなたがきょう死んだとしたら，天国に行けると

思いますか。」彼女たちが尋ねました。

私がびっくりしたのに気がついたのでしょう。ふた りは

すぐに持 っていた聖書 を開 き，新約聖書から一節を引用し

てこう言いました。「天国に行くには主イエス・キリス トを

信 じさえすればよいのです。」

そのあとの出来事は今 なお苦 い思い出 となって残 ってい

ます。 その教義 に驚いた私は， それまで 日曜学校やセ ミナ

リー，大学の宗教クラスで学んできた新約聖書に関する事

柄を思い出そうとしました。 しかし，天の王国に入 るには

信仰 を告白するだけでなく， それ以上のことをする必要が

あることを明示している聖句はひとつ しか思い出すことが

できませんでした。

ふたりの女性は，すぐに最初 の聖句と似た別の聖句を引

用しました。私 は末 日聖徒 としての信念をいくつか伝 える

ことはできたものの， とうとう聖典か らそれらの原則を引

用することはできませんでした。説得力に欠ける私 の証に

納得 しないふたりは，すぐに私から離れ，足速 に次の買い

物客 の所へ行 ってしまいました。

聖徒の道/1989年1月 号

よくある錯覚C

スペンサー ・W・ キンボール大管長はこのように述べて

います。「聖典の勉強について正直に自己評価 してほしいと

思う。よく知っていてすぐに浮かんでくる聖句がいくらかあ

って， そのために自分 は福音をかなり知 っているという錯

覚 に陥るのはよくあることである。」(「聖徒の道」1985年12

月号)

私 はまさにそのような錯覚 に陥っていたのです。

大管長はさらにこう続けています。「だれ もが一生のうち

でいつかは聖典 の価値 を悟 らなければならない，それも一

度だけではなく何度 も何度 も再発見 しなければならないと

信 じている。」(「聖徒の道」1985年12月 号)

このような体験 に失望 した私 は，二度と同じ目に会わな

いためにいつもよく準備 しておこうと一大決心 をしたので

す。まず一定の学習時間を決 め，福音をもう一度勉強し直

したのです。

新約聖書の中で，人々の生き方が同 じパあ一 ンで繰 り返

されている点には非常に興味をそそられました。人々はキ

リス トのことを知 り，悔い改め，水 に沈められるバプテス

マを受けることで信仰を示 し，按手によって聖霊を受け，

従順になることによって進歩 し続けていったのです。

中でも私の興味を引いたのは，天国に入るにはどうした

らよいかについて記 されている聖句で した。その聖句を暗

記した私は，今度またあのふた りに出会 うことがあったら

この聖句 を引用 して答えようと考 えたのです。それはこう

いう聖句でした。「正 しくない者が神の国をつぐことはない

のを，知 らないのか。」(1コ リン ト6：9)

より深いつながりを求めて

しかし，私の中で別の気持ちがわいてきました。私は知

らず知 らず， 自分 の態度や行ないを聖典 に書かれている真

理 と比較するようになっていました。救い主の模範と愛 に

触れ，すなわちヨハネ伝 に記 されているような御父への祈

りや，自分の思いのままにではなく御父のみこころを行な

うために来たという救 い主 ご自身の言葉に触れて， とても

謙遜 な気持ちになりました。 自分の生活を変 える必要性 を
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いやというほど思い知 らされたのです。それからは,想 像
は

上の議論 に思いを馳せるよりもひざまずいて祈 ることの方
,

が多 くなって きま した。 また天父 と御 子 イエ ス･キ リス ト

とのつ なが りをよ り深 いもの に した いと心 か ら願 う ように

な りま した。 そ して今 まで とは違 った備 え に,つ ま りほか

な らぬ私 自身 を確実 に永遠 の生命 に導 いて くれ る備 えに 目

を向 け始 め たの です。

救 い主 は,聖 典 を通 して私 たち に語 りか けて くだ さい ま

す。 また ご自分 の みこ ころも示 して くだ さいます。私 は,

ヨハ ネ伝1章12-13節 を読 んだ ときの ことを思 い出 します。

｢し か し
,彼 を受 けいれ た者,す なわち,そ の名 を信 じた

人 々 には,彼 は神 の子 となる力 を与 えた のであ る。 それ ら

の人 は,血 す じによ らず,肉 の欲 に よらず,ま た,人 の欲

に もよ らず,た だ神 に よって生 れ たので ある。｣

この よ うなつ なが りこそ私 が求 めて いた もので した。私

は このよ うな力 を授 か るよ うに,す なわち神 によって生 ま

れ るこ とがで きる ように心 か ら願 い ま した。 そ して その答

え は,自 分 が 日記 にも記 し,こ れ まで に もた びたび深 く考

えて きた ことだ という強 い気持 ちが しま した。 すな わち,

戒 め を守 る こ とに よって神 の息子,娘 とな る力 が与 え られ

るという もの で した。

私 は聖典 を学 んで いて,若 者 が主 のみ もとへ来 て｢永 遠

の生命 を得 るため には,ど んな よいこ とを した らいいで し

ょうかユ(マ タイ19.16)と 尋 ね たよう に,自 分 も毎 日,天

父 と御 子の み もとへ来 て教 え を学べ る という ことを知 りま

した。 テモテ第二 の手紙3章15-16節 に ある ように,聖 典

駄

は｢救 いに至 る知 恵 を｣授 けて くれ ます。 そ して｢人 を教

え,戒 め,正 しく し,義 に導 いて｣く れ ます。

困難に出会ったときに

規則正 しく聖典 を読めば読むほど,私 は困ったときや悩

みに出会 ったときに聖典 に頼るようになっていきました。

あるとき私は,大 切な約束を交わしておきながらそれを

破 った人にひどく腹を立てたことがありました。何 日も気

持 ちが治 まらず,仕 返 しすることを考えていました。実に

み じめな気持ちで した。赦さないことは間違 っているとい

うのは十分承知 していましたが,ど うやってその気持 ちを
もんもん

克服 したらよいのかわか りませんでした。悶々 とした中で,

私 はモルモン経 を取 り出しました。 どこを読むでもなくぺ
む く い

一 ジをめくっていると,モ ルモン書の3章15節 の｢応 報の

権利はわれにあ り｣と いう主の言葉が私の目に飛び込んで

きたのです。

その瞬間,す べてのことが永遠の観点から見 えるように

なりました。私 は自分 の態度が間違っていたことを悟 り,

高慢な鼻を折られた気持 ちで した。と同時にこの聖句を読

んでとても心が安 らぎました。主は私の気持ちをご存 じだ

ったのです。私を心にかけていてくださったのです。それ

からはとても素直に祈 り,悪 い思いを捨て去ることができ

ました。

主と同じように理解する

主は聖典を通 して何 とよく私 たちの祈 りに答えてくださ



っていることでしょう。聖典 は，私たちの交わした誓約 と

私たちに与えられている輝かしい約束 を思い起 こさせてく

れる主のみ声です。私 は 「教義 と聖約」と 「高価 なる真珠」

を学び始めてから，祈 りの答 えとして受ける霊感は，往々

にして聖句を通して与えられるということがわか りました。

その一例をあげてみましょう。 ちょうど私 がふた り目の

子供 を妊娠 していたときのことです。私はある有名 な科学

者が作ったテレビ番組を見ていました。その番組 は，遠方

の島々の文化 に及ぼす西洋文明の影響について取 りあげた

もので，番組の終わ りに，画面は世界中の混みあった都市

の光景や貧困にあえぐ人々を映 し出 しました。 そしてその

科学者は視聴者 に向かって，各国の政府 に産児制限の敢策

を講 じるよう働 きかけてほしいと嘆願 し，さらに人 口増加

を抑制 しなければ，世界的な惨事 を招 くことになると予言

したのです。

私の心は暗く沈みました。私 たち夫婦はもうひとりこの

世に子供 を送 り出そうとしていたからです。私は主と同じ

ような理解力が少 しでも持てるよう，そして自分の行 ない

が主のみこころに添っているかどうかを教 えてくださるよ

う主 に嘆願 しました。 しばらく祈 り続けていると，ついに

障害物を乗 り越えたようなすばらしい気持 ちを感 じました。

静かな細い声が私 にこう語 りかけて くれたのです。あなた

は，彼の子孫をふや して，天の星のように，浜べの砂のよ

うにするという， アブラハムに与えられた約束の成就 を助

けているのです。(創世22：17参 照)

私はアブラハム書2章11節 をあけ，主のみ言葉を読みま
けんぞく

した。「汝のすえ…… によりて世界の春族 ことごとく祝福を

得ん，すなわち福音の祝福にして救 いの祝福，すなわち永

遠の生命の祝福 を得んと言 う約束を汝に与 うればな り。」

またアブラハム書3章12-14節 の中では，主が族長に星
ふや

空を見せ こ うお っ しゃって います。「われ汝 を殖 し，また汝

の後 に来 る汝の す えを殖 して これ らの ものの如 くにせ ん。」

また教義 と聖約132章31-32節 を読 んで いて， アブラハ

ム に対 す るこの約 束 について主 が触 れて いるの を見 つけ，

私の心 は躍 りま した。「この約 束 は また汝 の約 束 な り。汝 は
わ さ

アブラハムより出で……この律法によりてわが父の事業は

続き，父はこれによりて光栄を得 たもう。 この故に汝行 き

てアブラハムの業を為せ。汝わが律法に入れ，さらば救わ

るべし。」
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アブラハムに対する約束は，御父のすべての子供 たちに

対する約束でもありました。私 はバプテスマのときに交わ

した福音を分かち合 うという誓約 を思い起こしました。 ま
はらから

た同胞の重荷 を負うという誓約 も交わしたことを思い出し

ました。主は教義 と聖約104章17-18節 の中でこのように言

っておられます。「地 は物に満 ち足 りて余 りあ り。然 り，わ

れよろずの物 を備えて人の子 らにこれを与え，人各々を自

由意志によりて動 く者となす。この故 に， もし何人た りと

もわが造 りし多くの物の中より取 り，わが福音の律法に従

いてこれを貧 しき者乏 しき者に自己の取前 をわかつこどを

せざる時は，悪人と共に地獄 に落 ちて善橘を受け目を挙げ

て望 み視 ん。」

みずからを罪のない状態に保つ

モルモン経の勉強を通 して深 く理解できたことは，主の

予言者たちは皆私たちが終わりの 日にキ リス トの前に立ち，

御父に受け入れ られるため，備 えるようにと願 っていたこ

とです。私 ほ，朝10時 までには必ず毎 日1章 ずつモルモン

経 を読んで勉強するように習慣づけました。二一ファイと

、ヤコブの偉大な教え，ベンジャミン王やアルマの説教 に，
とが

私 は強 く心 を動 か され ま した。 また良心 の瞥 めを受 けるこ

ともしば しばで した。 アル マ書 の5章 を読 ん でいて， アル

マ の前 に立 ちその教 えに耳 を傾 け るこ とは， ま さしく主 の

み前 に立つ備 え にな るこ とを悟 りま した。 アルマ は私 たち

にこう尋 ね てい ます。「あな たたち はいつ も神 の御 前 に罪 を

犯 さず に居 ったか。 あなた たちが も しも今 に も死ぬ とす る

な らば，心 の中 に 『私 は充分 へ りくだ っている』 と言 い，

また 『私 の衣 は， その民 の罪 を照 うため に降臨 した もうキ

リス トの血 で洗 われて 白くな ってい る』 と言 えるであ ろう

か。」(ア ルマ5：27〉

私 は特 に，モ ーサヤ の息 子 だちの経験 に感 銘 を受 けま し

た。救 い主 の教 えを生活 の中で実践 し，福 音 を同 じレー マ

ン人 の同胞 に伝 えた彼 らは，何 と大 きな力 を得 た ことで し

ょうか。私 も生 まれて初 めて，福 音 を分 か ち合 いた いとい

う気持 ちにか られて断 食 し，導 きを祈 り求 めま した。 それ

か らほ どなく して あの忘 れ られな い 日がや って きた のです。

私 たちの アパー トの管理 人 を して いる男性 が，教会 につい

て もっと詳 しく知 りた いと言 って きたので す。 そして また，

隣 の人が我 が家 の ドア をたた き，こう言 ったのです。「お宅
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は皆 さんで日曜 日に教会へ行 っておられるようですが，ど

ちらの教会ですか。」

モルモン経 は私に，主に受 け入れられたいという強い望

みを抱かせてくれました。ある晩のことでした。生 まれて

問もない娘 に起こされ， ミルクを飲 ませました。娘 は間 も

なく寝つきましたが，私は眠れずひとり夜の静けさの中で

目を覚 ましていました。そして， これまで自分の生活の中

で変わってきた点や今後変 えていかなければならないこと

などに思 いを巡 らしていました。すると次第に心が神 の方

に向き，「神よ……われは汝を知 り，死よりよみがえりて終

りの日に救わるるようわが一切の罪を捨てん」(アルマ22：

18)と 叫んだレーマン人の王の言葉 を思 い出 して祈 りを捧

げたのです。

主はひとつずつ，私の弱点を示してくださいました。 そ

してその 日の朝早く，私 は主からすばらしい確信 を得たの

です。 それは 「私 はあなたの父，他ならぬあなたの父であ

る」 という主のみ言葉でした。私はその言葉を日記に記 し，

これまで何度 も深 く思 い巡 らしてきました。

何年か前，若 いふた りの女性 に話 しかけられたあの経験

を，私 は今違 った観点で とらえることがで きます。ありが

たいことに，私 はあの経験を通 して，聖典を学 ぶことがど

れほど大切かを知ることができました。あのときもっと多

くの知識や強い証を持 っていたらと残念に思いますが，今

は福音 の原則 をさらに学び続け，実践する必要性を強く感

じています。

2年 前，生 まれて初 めて旧約聖書を読破するという目標

を立てた私は，エレミヤ書の29章13節 にこのようなすばら

しい主の約束があるとは思 ってもみませんでした。 それは

このような約束です。

「主を尋ね求めるとはひたすら聖典 をよく読むことであ

り，そうするときに私 たちは必ずや永遠の生命へと導かれ

るのです。」

*ク リスティー ・ウイリアムズと夫のブライアンは，ワシ

ントン北 ステーキ部 レントンニューポー トワー ド部 に所属

している。

幽 聖句を覚えましょう
(盤句竃楽しく暗記電る方法)

醐
一

私
はこれまで，暗記 した聖句によって霊性が高められ，

誘惑に打ち勝つことができました。ですから子供た

ちにもぜひ，悩めるときの力 となってくれる聖句 を暗記 し

てほしいと思 っています。我が家でこれまでに役 に立った

楽 しい暗記方法 をいくつかご紹介しましょう。

L.聖 句をいくつかの語句または短い文 に区切 る。後ろの

方から前の方 に順にそれぞれの語句または文を声 に出して

繰 り返 し言ってみる。 たとえばアルマ書37章 の35節 を暗記

する場合，最後の 「神の命令を守ることを習慣 とせよ」と

いう文 を数回繰 り返 し言ってみる。それからその文を子供

たちに言わせる。「青年の時から神の命令 を守ることを習慣

とせよ」 という文についても同じようにする。 こうして子

供たちが最後のふたつの文 を覚 えたら，最初の 「わが子よ，

忘れずに青年の時知恵を得 よ」という文に戻 り，全部の聖

句を言わせる。

2.紙 に聖句を書 き，語や語句に切 り離す。 その聖句を何

回か読み，ば らばらに切 り離した誌句を字 を読 める子供に

渡し，だれが一番早 く切 り離した聖句を正 しい順序 に並べ

られるか競争する。

3.暗 記する聖句 をポスターに書 く。それを何度か声に出

して読 む。それから言葉を少 しずつ隠していき，聖句が全

部隠れるまで繰 り返す。聖句を黒板に書いて，言葉 を少 し

ずつ消しながら，全部 の聖句を覚えさせる方法 もある。

4.聖 句の言葉を， よく知 っているふさわしい曲に合 わせ

て歌 う。

5.声 をそろえて聖句を読む。子供たちをふたつのグルー

プに分 け，語句や文 を交互 に言わせる。

創造力を働 かせ工夫 してみてください。 いろいろな方法

を試 してみて，あなたの家族に最 もよく合 った方法を見つ

けてください。子供 というのは，小 さくてもそれなりに聖

句を理解 したり暗記できるものです。ですから小 さな子供

もこの活動に参加 させてください。そして難 しい語句は説
ほ

明 してあ げて くだ さい。子供 たち の努 力 はよ く褒 め，決 し

て批判 して はい けません。

子供 た ちを聖典 に親 しませる ことは， 子供 た ちの永遠 の

幸福 のた めに， 両親 がで きる最 大 の貢 献の ひ とつです。パ

ウロ はテモ テ にこの よ うに言 って い ます。 「また幼 い時か

ら，聖 書 に親 しみ， それ が， キ リス ト ・イエ スに対 す る信

仰 に よって救 に至 る知 恵 を， あ なたに与 え うる書物 で ある

こ とを知 って いる。二(IIテ モ テ3：15〉 □
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に対 して行なうものです。誓約を守ることは，誠実 さを表

わす確かなしるしであり，霊的に進歩するためにも，また

こ、の世で成功するためにも欠 くことのできないものです。

けれ ども，誘惑の絶えない現世にあっては，誓約 を守るこ

とがときとして難 しい場合があります。 どのようにして誓

約を結び，またどのようにして誓約 を守るかを理解するな

らば，そのような誘惑に打ち勝つ力を身につけ，年齢を問

わずすべての人を，正 しい原則へと導 くことができます。

そのひとつの方法は，実際 に事 が起 こる前に，ある特定

の状況に対 してどう対処すべきかをあらかじめ心に決めて

おくことです。次のふたつの話 を読んで，考 えてみてくだ

さい。

事例 その1

マ リヤは高校 を卒業 して， ある大会社の秘書 になったば

かりの若い女性です。会社の中では， ただひとりの末 日聖

徒で した。新年を迎 えるずっと前から，社員の間では，恒
おおみ そ か

例の大晦 日のパ ーテ ィーの ことが話題 にな って い ました。

毎年 ，大 晦 日は仕事 を早 く切 りあげ，夜更 け まで乱痴 気 パ

ー テ ィー をす るのです
。

その 日が来 るず っと前 か ら， マ リヤはパー テ ィーの こ と

が心配 で した。付 き合 いが悪 い と思 われた くはなか ったの

ですが， この種 のパ ーテ ィー は， 彼女 の持 ってい る教 会 の

標準 に合 うもので はあ りませ んで した。12月31日 に な った

ら，病気 という ことに しようか とも考 え ましたが，不正 直

なの もや は り標 準 に合 って はいな いのでや める ことに しま

した。最 終的 な結 論 は， 時計 の針 か ら目を離 さな いよ うに

して，会 社 の終 業 間際 になっ たら，静 かに机 の上 を片付 け，

自分 の持 ち物 を持 って だれに も気 づかれ ない ように会 社 を

出る ことで した。

ところが， 計画 を実行 に移 すと きになる と， 同僚 た ちが

.集まって きて，1いつの間 にか マ リヤ はパー テ ィー会場 の真

った だ中 にいたのです。

そこで， マ リヤは第2の 計画 を練 りま した。会場 の片 隅

に立 って， パ ーテ ィーが始 まった ら，悟 られ ない ようにそ

っと立 ち去 ろう と思 いま した。 ところが， 間 もな く数 人の

同僚 たちが まわ りに集 ま って きて彼女 を取 り囲 み，意地悪

くか らか い始 めたの です。

「一杯 だけな らいいだ ろう。」

「だれ にもわか りゃしない よ
。」

「酒 を飲 むの は
， 人生 の た しな みって もんだ よ。」

断 わ り，嘆願 して も無 駄 で した。 イ ライラ して マ リヤ は

こう言 いま した。「一杯 だけな らい いわ。 これ だけ飲 ん で，

出て行 くわ。」

マ リヤ はグ ラスを手 に取 りましたが， やは り飲 む ことは

でき ませ んで した。数年 前 に知 恵 の言 葉 を教 えて くれ たプ

ライマ リーの先生 の顔 が浮 かんで きたの です。 その瞬 間 に，

彼女 の試練 は去 りま した。 グ ラスをだれ かほかの人 に渡す

と，断固 と した 口調 で こう言 い ま した。「いいえ，飲 み ませ

ん。今 まで一 滴 も飲 ん だ ことはない し， き ょうか ら飲 み始

めるつ も りもあ りませ ん。」人垣 をか き分 ける よう にして会

場 を去 り， コー トを取 る と外 へ 出 ました。

マ リヤは 自分 では気づ きませ んで したが， 何年 か前 の初

等協 会 のク ラスで， お酒 は一滴 だ って飲 まない という決 心

をす でに していたの です。 ただ し， その ような状 況 に遭 っ



たらどう行動すべきかを前 から心の中に描 いていたならば，

実際の状況に際 して， もっと容易に対処で きたことでしょ

う。そうすれば， もうすでに決心はできていたはずですか

ら，これほど優柔不断 になることは決 してなかったでしょ

う。

事例その2

第2の 事例は，ジョアンという名の頭の良い高校生の話

です。ジョアンは友達 の間でも優秀な生徒 として評判で，

家から遠く離れたある有名大学の奨学生でした。1年 生の

とき， クリスマス休暇で家へ帰ったときのことです。末 日

聖徒の友達は彼女のことが少 し心配になりました。同 じ標

準を持 っていない大勢 の人々の間で， どのようにして標準1

を守るのかと尋ねたところ，彼女 はこのように答 えたので

す。「前はよく，教会の教えに従 ってたばこやお酒は飲 まな

いのだということを説明しようとしたけど， もういちいち

説明するのはうんざりだわ。お酒を飲むことは悪いことだ

とは思わないわ。今は私 は飲んでいないけれど。ただグラ

スを持ち歩いて， どこかに捨てればいいのよ。」

皆さんは， この話の結末 をすぐに想像できるで しょう。

間もなくジョアンは教会 を去 りました。彼女 は困難な状況

の下でどのように対処すべきかについて，前もって決心を

していなかったのです。そのために， その場 その場で新た

に決心 し直さなくてはなりませんでした。不幸にして，周

囲の人々から受 ける絶 え間ない影響力に加えて，新 しい環

境からくるス トレスが，彼女 にとっては耐 えがたい重荷だ

ったのです。

誘惑にどう対処すべきかを前 もって考 えておけば， 自信
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という形の盾が私 たちの身を守ってくれます。 しかも，困

難な状況の中で決断を下す苦 しみを和 らげてくれます。数

カ月あるいは数年前に正 しい誓約 をしておきさえすれば，

それが決断の時にものを言うのです。つまり，正 しいこと

を行なおうとしっかりと心に決めていれば，誘惑の力を弱

めることができるのです。

このような考 えは， どのような誓約 に当てはまるのでし

ょうか。それはすべての誓約 に当てはまります。特に私た

ちの永遠の救 いにかかわること，すなわち聖典の勉強，教

会での責任の遂行，神権 の最大限の活用，学業での誠実な

努力，知恵の言葉の実行，ク リスチャンとしての愛の実践，

純潔 などです。特定の状況 に対する一定の対処法をあらか

じめ心に決めておけば，人生のほかの領域でも役に立 ちま

す。たとえば， 目標 を達成すること，職業上の技能や資格

を身につけること， あるいはより良い父親，母親になるよ

うに備えることなどです。

自分 自身と約束 を交わすときには，紙 に書いた り，特に

大切な友人や愛する人に話す ことが役立つ場合 もあ ります。

静かに心の中だけで決意する場合 であっても， 自分 との約

束は誠実 に守 らなくてはなりません。 ときには，謙虚な祈

りの中で天父 との間に誓約を交わす場合 もあります。

決断の自由は，天父か ら与 えられた多くの祝福 のひとつ

です。私 たちには自分 自身を治める力が備わっていますが，

みずからを治めるには自分の立場を決 めておく必要があ り

ます。決断のときが来る前に誓約を立て，その誓約をどの

ように守るかをあらかじめ心 に決めておくならば，私たち

は終わ りまで耐え忍 び，永遠 の生命 を得ることができるの

です。(II二 一ファイ31：14-16，19-20参 照)□

43







46

ど翻轍野朶罎編舅講蟄難
決断を迫 られます。 それは伝道の召しを受 け入れるか否か

という決断です。多くの者 はただ 「はい」と答 えます。一

方，決心のつかない若者 もいますが，それでも彼 らは主 に

仕えたい，教会幹部の勧告 に従 いたいという望みを持 って

います。教会幹部 は，すべてのふさわしい若い男性は伝道

に出るようにと勧告 しているのです。さらにまた， このよ

うな望 みを持 ちながら，学業 を終えるか，兵役 の義務 に応

じるか，働 くか，あるいはこの記事の若者の場合のように，

好 きなスポーツを続けるかという難題に直面する者 もいま

す。伝道の召しを受 け入れない理由として，スポーツは取

るに足 りないことのように思われるかもしれせんが，アメ
たんのう

リカの若者にとって，スポーツに堪能であることは大学の

奨学金を受けることにもつながり，プロヘの道が開かれる

可能性 もでてくるのです。ここに登場する若い末 日聖徒 も，

伝道の召 しを受 け入れるか，大学でバスケットボールを続

けるかを決断しなければなりませんでした。

体 育館 の中 は， ゴム底 の靴 とボール と汗 の臭 いでむ っ と

して います。一方 の コーナー で，若 者 たちが準備運 動 を し

て います。 その中の ひと りが 「パサ メ ・ラ ・ペロ タ1」 と

叫 ぶ と， いっせい にほかの選手 も繰 り返 します。

「パサ メ ・ラ ・ペ ロタ1」

「ケ リー
， どうい う意味 な んだ?」

「ボール をまわせ って ことだよ」 とケ リーが答 えます。

「はい，今 度 は 『ア ・ラ ・イスケル ダ』意味 は『左 へ』だ。」

「ア ・ラ ・イスケル ダ1」 全員 が答 え ます。

こんな、ζ・うに， バ スケ・ッ トボールの練習 を しなが らスペ

イ ン語 の練 習 が続 きます。 これ はニ ューメキ シコ大 学 のバ

スケ ッ トボー ルチー ムであ る， ザ ・ラボ スが ブ リガム ・ヤ

ング大学(B.Y.U.〉 との対抗試合 に備 えて いた ときの出

来事 です。 ザ ・ラボスの選 手 た ちは， チー ムの一 員 であ る

ケ リー ・グ レイブ スか らスペイ ン語 の特 訓 を受 け ていたの

です。ケ リーは チ リ ・サ ンチア ゴ伝道 部 で伝道 した経 験が

あ りました。B.Y.U.の 多 くの選手 は スペイ ン語 圏で伝 道

i
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した経験 が あ り， とき どき，試合 中ーにスペ イ ン語 で や り取

りして，対 戦 チーム を混乱 させた りお じけづ かせ るこ とが

あ りました。

「もうB .Y.U.の 選 手 にはだ まされ ませ ん よ。 ぼ くもス

ペイ ン語圏 で伝 道 し ましたか ら。準備 運動 をす る間， スペ

イ ン語 の言 い方 を復 習 していた んです」 とケ リーは言 いま

す。

ユ タ大学 の選手， キース ・チ ャップ マ ンは ドイ ツ ・フ ラ

ンクフル ト伝 道部 か らの帰還 宣教 師で す。伝 道 中 に， キー

スは物事 を永遠 の視 野 に立 って見 るこ とを学 び ました。「伝

道 に出る前 は， バ スケ ッ トがぼ くの すべて で した。 で も今

はもっ と大切 な ものがあ るこ とが わか ります。 ふさわ しさ

を保 つ こと とか，次 の試合 だけで な く永遠 の ことに ももっ

と 目を向 け るこ ととか。」

ユタ州 ロイの リー ド ・ニ ュー ウ ィー。彼 は6歳 の ときか

らバ スケ ッ トの選手 になる ことを夢 見 てい ました。子供 の

こ ろは，地域 や教会 のチー ムでプ レー し， テ レビで試合 を

見 た り，父親 と一緒 に試合 を観 戦 しに行 った りしました。

バ スケ ッ トボー ルは彼 の人生の 目標 で した。

ユタ州 立大学1年 の とき， リー ドは1年 生 で構 成 され る

誉 れ高 きナ シ ョナル チー ムの一 員 に選 ばれ ました。 それ以

来大学 のバ スケ ッ トボール に大 きな貢 献 を して きた彼 は，

その まま行 けば，翌年 は一流選 手 の仲 間入 りを して いた こ

とで し ょう。 しか し，彼 の人生 を左右 したの はバス ケ ッ ト

ボール だけで はあ りませ んで した。 リー ドはこ う語 ってい

ます。「大 学1年 の と き，私 はず っとモルモ ン経 を読 んで い

た んです。 そ して本 当にモル モ ン経 に対 す る強 い証 を得 ま

した。私 はモルモ ン経 が大好 きで した。 それで練 習 が終 わ

ると， モル モ ン経 を読 む ために大急 ぎで家 に帰 った もので

す。 その ときか らですね，気持 ちが変 わ ったの は。 ず いぶ

ん祈 り断食 しました。 そ して伝 道 に出 るべ きだ とい う個 人

的 な啓示 を受 けたので す。」

リー ドは伝 道 に出て実 にす ばら しい経験 をしま した。 そ

の経験 を通 して， この世 のすべ ての ものの価値 を理 解 で き

る ようにな りま した。「こんな人 に出会 ったんです。その人

は軍 を退役 した大 佐 で，本 当にす ばら しい人 で した。私 が
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伝道 を終 える1週 間前 にバプ テスマ を受 け ま した。私 は彼

に空港 まで車 で送 って も らい， 出発 前 に少 し話 し合 う こと

がで きま した。 その とき， 彼が私 を見 て こう言 っ たの です。

『ニ ュー ウ ィー長老
， 来 て くれ てあ りが とう。』私 は何 の こ

とを言 ってい るの かは っき りわ か りませ んで した。す る と

彼 は私 の腕 を とって こう言 い ま した。『伝道 に来 て くれ てあ

りが とう， と言 ってい 惹のです よ。』それ は私 の人生 で最高

の経験 で した。本 当に感動 しました。 あの経 験 を抜 きに し

てその後 の私 の人生 は考 え られ ません。」

も うひ とつ リー ドの ア ドバイ スに耳 を傾 け ま しょう。「ぼ

くはバス ケ ッ トの選手 です が， 伝道 に出 る にはだれ にで も

その人な りの障害 があ るものです。 だれ で も行 けない理由

をいろい ろ思 い付 きます か ら。 で も伝 道 に出な いで家 にと

どまるだ けの価値 のあ るものなん てあ るで しょうか。 どん

なに犠 牲 を払 って も， 生活 を きちん と整 え，伝 道 に出 るよ

うに皆 さんヘ ア ドバ イ スしたい と思 い ます。」

伝道忙 出 た大学 の選 手の だれ に相談 して も， 同 じ答 えが

返 って くるで しょう。 「伝道 に出 な さい」と。主 に仕 えた こ

とを後悔 して いる者 はひ と りもい ないので す。

「伝 道 に出 る決心 は
，人生 で最 大 の決心 で した」と語 るの

は，B.Y.U。 の 人気選 手， マイク ・ス ミスで す。 「ぽ くは

ず っと前 に伝道 に出 る決 心 を して いま した。難題 が起 きて

気 持 ちが変 わ らな いうち に決心 したんです。」

や がて実 際 に難題 が持 ちあが りま した。 マイ クはカ リフ

ォル ニアの高校 出身の優秀 選手 の ひ と りとみな され て， 多

くの大学 か ら招 きを受 けた のです。マ イクはB.Y。U.を 選

び，最初 の年 に，31試 合 の うち27試 合 で先発 メ ンバ ー に起

用 され ま した。 に もかかわ らず， マイ クは2年 間 スポー ツ

か ら離 れ， 選手 として の経 歴 に遅 れ を とるこ とを意 に介 さ

ず に伝道 に出 たのです。

しか し， マイク と同 じ町 の出身で ず っとマイ クのフ ァン

だ ったあ る男性 は， なぜマ イクが今 までの経歴 をあえて犠

牲 に して まで伝道 に出 るの か理解 で き ませ んで した。 マ イ

クは伝道地 か ら， この末 日聖徒 で ない男性 に手紙 を書 き，

その 中で，福 音 の真 実性 や， モルモ ン経 と教会 の予言者 に

対 す る証 を述 べま した。 また， 自分 が伝 道 を犠 牲 とい うよ
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りむ しろ特権 と考 えて いる ことを伝 えま した。

彼 はマイ クの証 に深 く感動 し， その手紙 を地元 のカ トリ

ックの司祭 の ところ に持 って行 きま した。 この司祭 も， た

また まマイ クのバ スケ ッ トボール の経 歴 に関心 を持 って い

たので す。 司祭 は1週 間，毎 日 ミサで その手紙 を読 み，最

善 を尽 く して主 に仕 えて いる若者 の模範 であ ると語 った そ

うです。「伝 道 中に は，バ スケ ッ トボール の コー トの中で は

味 わえ ない貴重 な経験 をします」 とマイ クは語 ります。「勝

利 の シュー トを決 めて ファ ンに喜 ばれて も，次 の プ レーで

は誤 って ボール を足 にぶ つけて しま うか も しれ ませ ん。 そ

うなれ ば， うれ しい気持 ちなんて ど こへ や らです。 で も伝

道地 で味 わ う気 持 ち， み たまを受 けて感 動 した経験 は決 し

て忘 れ ないで しょう。」

同 じくB.Y.U.の 選 手 で， スペイ ン・セ ビリヤ伝 道部 で伝

道 したブ ライア ン ・テイ ラーに とって，伝 道 に出 る決心 を

したこ とは後悔 す る どころかすば ら しい経験 で した。「ぼ く

はカナ リア諸 島 に行 って伝道 を開始 する とい う， すば らし

い機会 にあずか ったのです。使徒 パ ウロの よ うな気持 ちで

した。通 りを歩 いて いる とよく聞かれ ました。『君 たち若 い

男 が ワイ シャ ツに， ネ ク タイ な ど して何 を して い る のか

ね?な ぜ水 着 にな って ビー チに行 か ないの かね?』 私 たち

が何 を して いるのか説明 す ると， 人々 は感 動 して私 たちの

話 に耳 を傾 けて くれ て，とき には一度 に150人 も集 ま紹 ま し

た。 『最初 の示 現』や 『家族 は永遠 に』な どの映画 灘建 物 の

壁 に映 して見せ る と，村 中の 人々が見 にや って来 ました。

それ か ら私 たちは証 を述 べ ま したが， それ を聞 いて人 々は

涙 を流 しました。」

ブ ライア ンはに っこ り笑 い，首 を横 に振 りなが ら思 い出

す ように こう語 ります。「伝 道 の経 験 とバ ス ケ ッ トをす るこ

ととはまった く比較 にな りませ んが， チーム のため に試合

に勝 つこ とはす ば らしい気持 ちです。 で もその気持 ちは長

続 きは しません。 ところが， あの島で 多 くの人々 に証 を述

べた経験 は， 決 して忘 れ られ ない もの です。 その経験 を人

に話 す だけで元気 に なるんで す。 いわ ば永遠 の ものです。」

ユ タ州立大 学 のマ イク ・ジ ョン ソンにはバ スケ ッ トボー

ル選 手の血 が流れ て います。 父 も伯 父 たち も皆 ユタ州 立大
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上 ：マイク・スミス長老，アルゼンチンの求道者の家族と共に。

下左 ：スペイン・セビリヤ伝道部のブライアン ・テイラー長老，

少女の両親はテイラー長老によって教会に導かれた。

下右 ：スティープ・シュライナ長老，日本の教会員と共に東京神

殿の前で。

彼らにとって，伝道で得た経験はみな，何にも代え難いものとな

っている。

学 でプ レー したの で， マ イクは自分 も同 じ道 を歩 みた い と

思 って いま した。 しか し，彼 は高校 を卒 業 して す ぐ伝 道 に

赴 きま した。 その とき，声 をか けて くれ た大 学 のス カウ ト

マ ンが，2年 後 に帰 って く る彼 を待 って いて くれ る とい う

保証 は何 もあ りませんでし た。

マイ クは この よ うに述べ て います。「ぽ くは伝道 に出 たか

ったのです。 『私，は今 まで な す べき ことを行 なって きま し

た』 と言え るよう にな りたか ったのです。 そ して， 今 は，

もしこれか ら主 の助 けが 必要 になった ならば，『私 は こ れ

まで主 の戒 め を守 って きま した』 と自信 を もって言え るよ

う にな りま した。」

マ イクは伝 道 に出 よう として いる数 人 の若 者 と話 し合 っ

て きま した。 そ して彼 らに，一生 懸命 に働 いて伝道 に打 ち

込 む よ うにと励 ま し， また 自分 が学 んだ教 訓 をこの よう に

話 して い ます。「君 たちが伝 道 に行 って，帰 って くるとき に

は， す べてが順調 にいって いるよ。」

この よ うな， かつて スポー ツ選手 で あった宣教 師 も， ほ

かの宣教 師 と同 じように， やが て 自分 たちの働 きが後 にほ

かの宣教 師 によ って報 われ るこ とを知 る ようにな ります。

B.Y.U.の 選 手， ア ラン・アスル も一度 その よ うな経験 を

しま した。 イギ リスで チ ラシを配 っていた とき，彼 と同僚

は訪ね た家 を1軒1軒 記録 しま した。「私 たちは，ある女性

の家 を何 度 か訪 ね ました。 彼女 は忙 し く，あ ま り話 をす る

ことがで きませんで した。 しか し，私 はそ の人 が よい求 道

者 にな りそうに思 ったので，伝道 ノー トの彼女 の名前 のす

ぐ横 にr『見込 みあ り』 と書 いてお きま した。 す ると4カ 月

ほど して， この女性 か ら手紙 を もらったの です。彼女 の名

前 の横 に，私 があ のコメ ン トを書 いた ことへ のお礼 がい ろ

いろ と書 いてあ りま した。新 しく赴任 した宣教 師が私 の書

いたノー トを見 て， その女性 に会 いに行 き， それ か ら彼 女

はバ プ テスマ を受 けたので す。 さらに彼 女 は これ まで に何

人 もの人 を教会 に導 き ました。」

ユタ大学 の学 生， ジ ョン ・ハ ンセ ンは授業 の始 まる ちょ

う ど6週 間前 にスイス ・ジ ュネー ブ伝道 部 か ら帰 って きま

した。 いくつかの点 で， ジ ョンはバ スケ ッ トを 中断 して よ

聖徒の道/1989年1月 号

■

か った と思 ってい ます。「伝 道 中は霊的 な こと，奉仕，福 音

を広 め ることに全 身全霊 を打 ち込 み ます。伝 道 は完全 な改

宗 とも言 えます。伝 道 に行 くよ りも帰 って くる方 がつ らい

ものです。家 に帰 ってか らも，伝 道 中 と同 じよ うに主 に近

くあるた めには相 当 な努 力が必要 で す。」

昨年 ，B。Y.U.の4年 生選 手 だっ た トム・ナイ ティング

は，帰還 宣教 師の方 が確 か に他 の選 手 よ りまさ って いる と

述 べて います。 「試合 の仕方 にも頭 を使 う ようになった し，

知 識 も増 えてい ます。 それ に18歳 の ころほ ど感情 的 ではな

く，1試合 中で もず っと冷静 で す。」

さ らにB.Y.U.の ブ レン ト・スティーブ ンソ ンはこうつ

け加 えて います。「それ に忍耐 強 くな ります。試合 で は忍耐

が要求 され， その場 に応 じた適切 なプ レー がで きな けれ ば

な りませ ん。伝 道 によ って鍛 え られ る ことは役 に立 つ と思

い ます。」

一生 懸命努 力す る とい うこ とは
，伝道 活動 に もスポー ツ

に も当て は まるようです。 ユタ州立大学 の ダニー ・コ ンウ

ェイは，伝道 を通 じて試合 に熟達 する方法 を学 び ま した。

「何 か を得 た いと思 った ら
，本 気 にな って打 ち込み，犠 牲

を払 わ なければ な りませ ん。私 の場合， も し私 が上手 な選

手 であ る とすれ ば， それ は私 が一生 懸命 練習 し，何 かを犠

牲 にしているか らです。努 力 をしなか った ら決 して上手 な

選 手 にはな らなかったで しょう。」

B.Y.U.の ブ ライア ン・テイ ラー も同 じ考 え を持 って い

ます。「伝 道 を終 えた あとで は，どの ような ことで もで きる

とい う自信 がつ き ます。人生 で一番 大変 な ことを成 し遂 げ

たわ けですか ら。」

この よ うに，バ スケ ッ トボール が大好 きな若 者 たちで も，

教会 や伝道 の み業以上 にバ スケッ トボ ール が好 きだ とい う

若 者 はひ とりもい ませ ん。

ユ タ州立 大学 の ジ ョン ・ジャ ドキ ンズは， このよ うな若

者 た ちの気 持 ちを次 の よう に言 ってい ます。「バ スケ ッ トを

して いては決 して味 わ えな い喜 びがあ ります。 それ は人 が

教会 に入 って， す っか りその生活 を変 えるの を 目にす る喜

びです。」□

＼
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チ ャー チ ニ ュー ズ

程を習得 し,機 械･原 子力工学の私設コン

サルタントとして原子炉の有効利用のため

に公共事業体や電力会社で働いてきた。

難

㍉

確

瀬､

肺

彼は,平 和利用のための初の原子力発電

所の建設に参画し,原子力施設の建設と利

用に関する2冊 の本を共同で執筆している。
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七十人第一定員会会長会

J･リ チ ャー ド･

クラーク長老
･リ チ ャ ー ド･ク ラ ー ク長 老(61歳)

J は1976年10月1日 に管理監督会の

副監督 として召され 次いで1985年4月6

日に七十人第一定員会会員に召された。教

会幹部に召される前は,1962年 か ら1965年

まで,ア イダホ州ボイシ西ステーキ部伝道

部長,1965年 から1970年 まで同ステーキ部

ボイシ第19ワ ード部監督,1972年 か ら1974

年 までアイダホ州メリディアンステーキ部

のステーキ部長,1974年 か ら1976年 まで地

また12年 の間,ノ ーチラス号からポラリス

号に至る原子力潜水艦の開発に携わってき

た。

区代表を歴任した。その後1985年 から1987

年 まで南アフリカケープタウン伝道部の伝

道部長を務めた。昨年からは,伝 道管理部

の実務部長として働いてきた。1976年 に教

会幹部として召 されたときには,ア イダホ

州 にある大手保険会社の総支配人であった。

クラーク長老は,1927年4月4日 にアイ

ダホ州 レックスバーグで,ジ ョン･R･ク

ラークとノーラ･レ ソトフォート･ク ラー

クの間に生まれた。1952年 にプリガム･ヤ

ング大学を卒業後 スタンフォード大学の

大学院で勉学に励んだ。

1950年6月7日 にアイダホフォールズ

神殿でバーバラ･ジ ーン･リ ー ドと結婚し,

現在4人 の息子と3人 の娘がいる。
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新たに七十人第一定員会会員に
召された4人 の長老

モンティ･J･ブ ラフ長老

ン テ ィ･J･ブ ラフ長 老(49歳)は

モ 1959年 か ら1961年 にかけて英国で

伝道し,1978年 から1981年 までミネソタ州

ミネアポリス伝道部の伝道部長を務めた。

1982年 か ら1983年 まで若い男性中央管理

会で働き,1983年 か ら1987年 までユタ州ケ

イスヒルステーキ部ケイスビルワード部監

督,1985年 か ら1986年 までユタ州北部地域

会長会の幹部書記,1987年 から地区代表と

して働いてきた。

地区代表の召しを受けたとき,長 老は資

産管理関係の博士課程に在籍していた。

ブラフ長老は,1939年6月11日 ユタ州ラ

ンドルフでリチャー ド･ミ ュア･ブ ラフと

グエンタリン･カ ール･ブ ラフとの間に生

まれた。1歳 のときに父親を亡くした。

2口 一 カル
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･凝謄 験 弩 ,
㌦艘獄i憾 キ認 尋 クル ト･レ フラー氏(中 央)と 言葉を交わす トーマス･S･モ ンソン副管長(左)

イツ民主共和国(東 ドイツ)は,教

ド 会が国内で伝道活動を行なう権利を
認め,ま た国内の末 日聖徒が宣教師 として

国の内外へ派遣 されて伝道活動を行なうこ

とを認可 したと,ト ーマス･S･モ ンソン

副管長は発表した。･

モ ンソン副管長は,先 ごろベルリンで国

家評議会議長エリック･ホ ネカー氏および

宗教問題担当の最高指導者である,ク ル

ト･レ フラー氏らドイツ民主共和国首脳と

会談 し,こ のほど帰国して次のように述べ

た。

｢国外の宣教師が東 ドイツで伝道活動を

行ない,国 内の末日聖徒が宣教師として国

外で働けば,国 家間の友情を強めることに

なると,ホ ネカー議長もレフラー氏も同意
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しました。また,レ フラー氏は,末 日聖徒

の宣教師は彼 らの出身国にとっても,彼 ら

が伝道する国にとっても,代 々きっと良き

親善大使となってくれるに相違ないと言わ

れました。これまでに世界中で伝道した宣

教師の働 きを見れば,確 かに彼の評価は正

しいと思います。｣

モ ンソン副管長が出席した会談では,教

会と東 ドイツ政府との間で基本となる協定

事項が承認された。詳しい条項については,

翌月以降開かれる会談で,教 会のヨーロッ

パ矧 或担当の指導者とドイツ共和国におけ

る宗教問題担当の最高指導者との間で取 り

決められる。

モンソン副管長はさらに｢ま た東 ドイツ

政府は,当 教会貝がユースカンファレンス

中
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などの教会の集会のために諸々の施設を使

用する権利も認めてくれました｣と 述べて

いる。

レフラー氏は,先 に行なわれたインタビ

ューの中で,東 ドイツ政府は末日聖徒に尊

敬の念を抱いており,そ の理由は,末 日聖

徒が家族の強い絆を重んじ,勤 労に高い価

値を置き,世 界平和への願いにあふ礼 法

律をよく守る忠実な市民だからであると述

べた。

続けてモンソン副管長はこのように述べ

た。｢確かに私たちの間に信念の違いはあり

ますが,そ れ以上に私たちを結びつけるも

のがたくさんあります。レフラー氏が列挙

した事柄もその一例です。｣

さらに,宗 教問題担当の最高指導者レフ

ラー氏は,ブ リガム･ヤ ング大学の学生公

演グループ｢レ ーマナイト･ジ ェネレーシ

ョン｣を 来年 ドイツ民主共和国へ来 るよう

に招いたとモンソン副管長に述べた。

ドイツ民主共和国首脳 との会談には,モ

ンソン副管長 と共に十二使徒定員会会員ラ

ッセル･M･ネ ルソン長老,七 十人第一定

員会会員でありヨーロッパ地域会長会副会

長を務める,ハ ンス･B･リ ンガー長老お

よび地元の教会役貝が出席した。

モンソン副管長はドイツ民主共和国に滞

在中,ドレスデンの新しいステーキ部センタ

ーおよびツビッカウに最近完成した教会堂

を奉献した。東 ドイツでは1985年 に,フ ラ

イブルグ神殿が奉献されている。
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